
佛

壇

の
成
立

す

る
民
俗

學

的

論
理

ー

常
民
の
家
と
租
霊
と
佛
…敏
と
の
關
係
ー

竹

田

聴

目

次

-

一
、
序

言

,

ρ

二
、
死
璽

か
ら
照
鑑

へ
の
昇
華

σり

異
形
塔
婆

遣
立
と
年
忌
打
切
り

幼

埋
め
墓

と
詣

り
墓

三
、
家

の
本
質

と
先
祀
と

の
關
係

・

の

家

族

と

家

一

②

家

と
.

先

組

四
、
、同
族
結
合
と
同
族
淋

五
、
佛
教

的
同
族
紳

と
佛
壇

に
祀
ら
れ
る
も

の

鋤

佛
教
的
同
族
紳

②

佛
壇

に
祀

ら
れ
る
も

の
と
そ
の
閏
現

の
時
機

㈲

同
族
憩
祭

と
佛
壇

六
、
結

語
一
、

序

言

丈

化

の
基

暦

を

な

す

無

激

常

民

の

生
活

が

從

來

の
佛

敏

皮

學

や
丈

化
史

學

か

ら

殆

ど

全

く

顧

ら

れ

な

か

つ

た

の

槍

、

佛
壇
の
肇

す
る
民
俗
欝

聾

"

.

七

洲ヂ

 

之
が
丈
獄
遺
物
の
∴



輝

學

研

究

八

形

で
傳
ら
な
い
爲
、
方
法
的
に
そ
の
研
究
が
不
可
能
と
さ
れ
た
.事
と
、
か
k
る
低
度
の
文
化
は
學
問
研
究
に
便
し
海
い
と
速
断
さ
れ
た
事

い

と

に
基
く
が
共

に
誤
り
で
あ
る
。
現
實

の
歴
史
は
高
度
表
暦
文
化
と
低
度
基
暦
文
化
の
閣
蓮
か
ら
成
り
そ
の

一
面
だ
け
に
如
何
程
精
緻
な

、

も

や

も

た

も

照
射
が
加
え
ら
れ
て
も
他

の

一
面
が
放
置
さ
れ
る
限
り
全
髄
と
し
て
の
謎
は
依
然
深
い
。
日
本
の
常
民
は
、
内
容

的
に
精
深
を
極
め
た
日

本
佛
教
の
眞
髄

に
参
徹
す
る
の
で
は
な
く
、
肇
式
、
法
事
、
墓
、
佛
壇
等
を
露
頭
と
す
る
家
と
組
先
信
仰
と
の
結
合
の
中
で
頗
る
生
活
的

に
佛
敷
を
受
容
す
る
事
に
よ
つ
て
佛
教
の
存
立
に
肚
.會
経
濟
的
基
礎
條
件
を
與
え
た
。
之
は
佛
教
の
堕
落
と
し
て

一
部
か
ら
攻
撃
さ
れ
る

虚

で
あ
り
、
捨
侶
乃
至
教
團
自
身
も
内
心
そ
れ
を
認
め
つ
」
且
つ
之
か
ら
脆
却
出
來
な
い
で
悩
ん
で
居
る
、
或
は
寧
ろ
之
に
狐
れ
て
し
ま

つ
て
居
る
と
み
る
の
が
眞
相
に
近
い
。
か
エ
る
自
己
矛
盾
は

一
髄
何
虚

に
そ
の
根
櫨
を
も
つ
の
で
あ
ら
う
か
。
之
に
は
基
層
批
會
に
於
け

る
組
先
信
仰
と
佛
教
と
の
結
合
が
如
何
し
て
現
成
さ
れ
て
來
た
か
を
明
か
に
す
る
以
外
に
な
い
が
、
そ
れ
は
最
早
丈
獄
史
學
の
能
く
し
得

る
虞
で
は
な
く
、
之
に
代
つ
て
近
年
目
ざ
ま
し
く
勤
興
,し
て
來
た
民
俗
學
を
武
器
と
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
民
俗
學
は
丈
鰍
皮
學
が

放

置
し
て
來
た
基
暦
文
化
皮
を
圭
封
象
と
す
る
だ
け
に
方
法
論
も
凡
て
丈
鰍
史
學
と
は
反
封
で
、
成
る
べ
く
文
化

か
ら
遠
ざ
か
つ
た
僻
地

が

に
古
俗
の
傳
承
を
探
り
困
そ
れ
を
露
頭
と
す
る
丈
化
の
祀
型
に
遡
迫
せ
ん
と
し
、
文
獄
記
録
は
か
』
る
傳
承
と
ク

ロ
ノ

ロ
ヂ
ー
を
結
合
し

得
る
限
り
に
於
て
却
っ
て
補
助
的
位
置
に
立
つ
の
で
あ
る
。

叢
で
は
組
先
信
仰
と
佛
教
と
の

一
結
節
と
し
て
佛
壇
を
取
上
げ
る
が
、
丈
獄
的
に
は
之
は
不
安
貴
族
や
中
世
武
士
の
持
佛
堂
に
螢
し
、

居
屋
の
内
に
入
つ
て
佛
聞
と
な
り
、
更
に
常
居
の

一
隅

の
厨
子
に
簡
略
化
さ
れ
、
且
つ
幕
藩
時
代
の
寺
請
制
度
が
そ

の
普
及
に
決
定
的
な
口

　

　
　

　

外
因
と
な
つ
た
と

一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
。
、然
し
之
だ
け
で
は
唯
文
献
的
に
形
式
の
攣
遷
を
見
た
の
み
で
凡
そ
佛
壇
を
成
立
さ
せ
る
根
「

本

の
契
機
・即
ち
組
先
信
仰
と
佛
敏
が
結
合
す
る
根
糠

に
は
」
,も
鯛
れ
て
居
な
い
。
而
し
て
そ
の
解
明
は
方
法
論
的
に
丈
職
史
學
の
最
早
や

不
可
能
と
す
る
分
野
に
厨
し
て
ゐ
る
。
佛
壇
は
ホ
ト
ケ
を
祭
る
祭
壇
で
あ
る
が
、
國
語
の
「
ホ
ト
ケ
」
に
は
、畳
者
、佛
菩
薩
圖
像
、死
.璽
乃
至

祀
.璽
の
三
義
が
あ
り
、
そ
の
第
二
と
第
三
と
が
佛
壇
に
祀
ら
れ
る
。
本
來
關
係
な
き
筈
の
こ
の
二
つ
が
如
何
し
て
共
に
ホ
ト
ケ
で
あ
る
の

む

か
。
そ
こ
に
は
前
代
常
民
の
心
理
と
論
理
が
あ
る
筈
で
あ
り
、夫
を
み
る
に
は
先
づ
封
象
そ
の
も
の
の
周
邊

よ
り
突

き
崩
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
9



①

豊

田
武
著

:
日

本
宗

教

制

度

史

研

究
・

取

」L
げ

た
論
文

で

あ

る
。
・

一
〇

六
頁
以

下

。

.準

山
敏

治
郎

:
「
榊
棚

と

佛
壇
〔

鈴
.

史

林

三
ニ

ノ

ニ
。

後
者
は
佛
壇
を
始
め
て
民
俗
學
的

に

二
、

死
需
巫
か
ら
組

需
巫
へ
の
昇

華
・

當
該
民
族
の
死
後
璽
魂
の
消
長
に
關
す
る
観
念
は
そ
の
葬
逡
以
後
の
墓
を
め
ぐ
る
習
俗
に
極
め
て
端
的
に
現
は
れ
る
。
日
本
民
族
は
古

來

死
簸
は
死
後
時
と
共
に
そ
の
個
性
と
汚
薇
を
脆
し
て
次
第
に
清
澤
化
し
没
個
性
的
な
融
然
た
る
嬢
質
と
も
い
ふ
べ
き
祀
.蟹
に
昇
華
す
る

と
考

へ
た
。
近
年
民
俗
學
に
よ
つ
て
螢
堀
さ
れ
た
次
の
互
に
相
關
蓮
す
る
習
俗
に
は
そ
れ
が
特
徴
的
に
示
さ
れ
て
居

る
。

m
ワ

異
形
塔
婆
造
立
と
年
忌
打
切
り

今
日
民
間
の
経
木
塔
婆
を
以
て
印
度
の
蘇
塔
婆

(の錺
b
鋤
)
に
起
源
を
お
く
通
説
は
誤
り
で
あ
つ
て
、

そ
の
實
壁

の
核
心
部
は
日
本
固
、

の

有

の
信
仰
に
基
き
唯
形
相
と
名
構
に
佛
教
的
な
表
皮
を
被
せ
距
に
す
ぎ
ね
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

僻
遠
の
山
村
に
黙

汝
と
し
て
、
葬
邊
後

一
、
三
、
七
、

=
二
年
:
:
の
年
忌
に
は
板
塔
婆
を
立
て
三
十
三
年
忌
叉
は
五
十
年
忌
に
は
ト

ム
ラ
ビ
ア
ゲ
(常
陸
多
賀

郡
高
岡
村
)
レ
鶏

ザ
(糠

欄
姻
蘇

翻
鞭

村
)
論

阜

(叢

悲

齢

九
ゲ
(綴

翫

剛)
等
と
讐

叢

絡
年
忌

と
し
茨

も

工

(伊
勢
飯
南

郡
森
村

)
ハ
糠
雫

鱒

(誰
難

樂
了

ア
ゲ
ず

ケ
(難

騰

原
)
ス
ギ
ギ

ケ
(翻
霧

田
)
ホ
要

ボ
コ

レ
ヒ
キ
リ
ト
呉

ト
ビ
キ
リ
ず

マ
ッ
リ
ジ
マ
ヒ
ト
呉

(下
野
安

朱
kり

泊魚
君

)
…

等
義

は
土
地
毎
に
暴

が
欝

の
板
塔
婆
翼

り
杉
の
皮
付
生
木
の
丸
太
か
、
夏
に
之
に
梢
葉

の
つ
い
た
ま
」
の
枝
の

一
面
を
創
つ
た
異
形
の
塔
婆
を
立
て
る
習
俗
が
日
本
の
廣
範
園
に

み
ら
れ
る
。
各
地
の
例
を
集
め
る
と
梢
付
形
か
ら
輩
棒
形

へ
、
更
に
之
に
五
輪
塔
様
の
加
工
が
施
さ
れ
て
所
謂
角
塔
婆
か
ら
板
塔
婆
経
木

塔
婆
へ
垂

化
す
る
過
程
が
明
か
で
裁

・
最
肇

忌
の
製

つ
糞

形
塔
婆
を
立
毒

所
・
逆
に
或
る
年
忌
砦

様
の
塔
婆
は
立
て
る

し

う

り

た

も

し

も

わ

し

も

.

が

百

回

忌

、
二

百

同

忌

を
修

す

る

所

も

あ

る
。

然

し
異

形
塔

婆

を

ト

ビ

キ

リ

ト

ー
バ

、
マ
ツ

リ
ジ

マ
ヒ

ト

ー

バ
等

と

呼

び

、
上
総

覇

山

村

で

最
絡
年
忌
(
三
十
三
年
)
も
あ

際
立
て
ゐ
杉
生
木
塔
婆
も
港

タ
テ
バ
ラ
ヒ
と
呼
謬

は
元
來
年
忌
打
切
と
異
形
塔
婆
の
不
可
分
な
る
關
肇

の

し

　

し

佛

壇

の
成

立

す

る
民

俗

學

的

論

理

、

」ノ



'

輝

學

衝

究

一
〇

示

す

も

の

で

あ

る

。

、

死
護

あ

ト
ご
フ
ビ
ア
髪

以
て
先
哩

ナ
ル
き

れ
る
。
(大
和
吉
野
地
方
。

河
内
南
部
の
山
村
)
竺

年
忌
が
す
む
と
位
牌
を
蓬

塗

る
(観
欝

∀

或

は
寺
に
納
め
る
(
封
鳥
阿
連
)
川

に
流
す
(棘
就
)
所
が
あ
る
。

更
に
三
十
三
年
忌
又
は
五
十
年
忌
を

一
期
と
し
て
佛
が

紳

に
な
る
傳
承
は
各

地
参

い
(若
狭
西
田
村
。
三
河

振
草
村
。
筑
前
地
島
)
。
或
は
三
+
三
年
忌
に
死
誉

鳥
に
化
し
ホ
鷹
張
篭

呉

姦

芝

昊

す
る
(輪
融

那
)
・
沖
樂

島
で
は
最
も
讐

し
蒼

て
、
光
三
年
簸

が
御
禦

馨

信
じ
禦

前
(内
地
の

佛
壇

)
の
篤

の
奉

喬

つ
て
御
神
の
棚
に
納
め
麓

斯
く
相
五
に
遠
く
離
れ
て
猫
立
に
残
存
す
る
傳
承
は
、
通
じ
て
そ
の
根
底
に
あ
る

一
つ
の
祀
型
を
前
代
常
氏
の
赤
裸
、
な
心
爲
と
し
て

示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
死
者
の
簸
魂
が
死
後
除
し
に
薇
を
脱
し
て
浮
ま
は
り
.三
十
三
年
或
は
五
十
年
を
境
と
し
て
更
に
上
級

の
簸
格
た
る
組
簸
に
鱒
化
し
、位
牌
に
刻
ま
れ
た
檬
な
個
性
を
没
し
融
合
的
な
簸
質
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
に
昇
華
す

る
信
仰
に
外
な
ら
ぬ
。

紳

佛

先
祀

其
の
他
何
と
呼
ば
れ
よ
う
と
も
そ
れ
は

O
o
傷
や

切
口&
冨

と
は
似
も
つ
か
ぬ
民
族
固
有
の
信
仰
で
あ
る
が
更
に
そ
れ

せ
は
　
　

を
祭
る
に
か
㌧
る
異
様
の

一
物
を
立
て
る
こ
と
が
重
ね
て
叉
固
有
の
観
念
に
基
い
て
居
る
。
帥
ち
紳
祭
に
神
の
愚
座
と
し
て
木
を
立
て
る

'

も

　
る
　

事
は
早
く
萬
葉
集

に
も
み
え
古
紳
道
を
貫
く
大
き
な
特
徴
で
あ
つ
て
、
諸
國
紳
祉
の
柴
さ
し
神
事

宮
座
頭
屋
の
オ

バ
ケ

村
の
ク
ミ
・

マ
キ

・
講
等
の
祭
に
立
て
る
御
幣
や
榊
、
卯
月
八
日
の
天
道
花
や
正
月
の
門
松

に
至
る
迄
皆
そ
の
根
源
は

一
、
共
に
瀞
降
臨
の
愚
座
の
分

化
相
に
他
な
ら
ぬ
事
は
今
日
最
早
民
俗
學
の
常
識
で
あ
る
。
ウ

レ
ツ
キ
ト
ー
バ
は
實

に
こ
の
神
の
慧
代
た
る
神
木
に
そ
の
起
源
を
も
つ
も

の
で
ま
さ
し
く
昇
華
し
た
狙
.盤
の
愚
代
に
外
な
ら
す
、
昇
華
以
前
の
軍
な
る
死
鍍
で
な
い
庭

に
そ
の
懸
代
も
最
早
板

ト
!
バ
で
は
あ
り
得

な
い
の
で
あ
つ
た
。
杉
の
集

喬

つ
て
法
名
芙

れ
る

麗

了
無

一
物
」
(輝宗
)
天

一
法
句
し
(響

霧

撃

之
閣
L
(墾

.)
繋

の
塔
婆
供
養
は
、
表
現
は
如
何
に
あ
る
と
も
そ
の
核
心
は
紳
木
を
立
て
神
性

に
近
づ
い
た
組
鍛
の
降
臨
を
請
ひ
祭
つ
た
固
有
信
仰
の
習
俗
-

に
唯
佛
教
的
な
表
皮
の
か
』
つ
た
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で

「
ト
ー
バ
」
が
本
來

「
蘇
塔
婆
」
(ω錺
冨

)
に
磯
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
事
を
・

ら

う

り

や

も

も

も

し

　

ウ

ン
ッ

キ

㍗
ー

バ

や

ト

ビ
キ

リ

ボ

ト
ケ

が

實

讃

し

て

い

る
。

②

埋
あ

墓

と

詣

り

墓

-



火
葬
の
普
及
は
近
年
の
傾
向
で
前
代
に
遡
る
程
土
葬
が

一
般
的
で
あ
つ
た
。
然
る
に
そ
の
埋
葬
地
に
は
石
碑
を
立

て
す
、
別
の
虞

に
石

碑

を
立
て
て
專
ら
之
に
参
詣
し
、
埋
葬
地
は
捨
て
て
顧
み
ぬ
所
謂
爾
墓
制
と
い
は
れ
る
常
民
の
墓
制
が
輻
島
新
潟
縣

以
西

中
國
四
國
の

東

牟
以
東
に
廣
く
存
し
、
之
こ
そ
は
叉
組
型
的
な
墓
制
観
を
踏
え
て
、
前
項
の
死
膿
を
は
な
れ
た
死
璽
が
組
璽

へ
の
昇
華
を
深
く
物
語
る

も
の
で
あ
る
事
を
焚
見
し
た
の
は
民
俗
學
最
近
の
大
き
い
功
績
の

一
で
あ
つ
た
。
全
般
に
軍
墓
制

へ
移
行
し
つ
』
あ
る
が
爾
墓

の
名
稽
、

存
在
形
態
、
墓
標
形
式
、
「
埋
め
墓
」
か
ら

「
詣
り
墓
」

へ
墓
参
を
切
換
え
る
時
期
と
方
式
は
土
地
毎
に
異
り
、
「
埋

め
墓
」
を
ヒ
キ
バ
カ

シ
バ
カ

ミ
バ
カ

ホ
ン
バ
カ

ノ
バ
カ

ス
・テ
バ
カ

ム
シ
ヨ

ス
テ
ツ
パ
カ

シ
バ
ラ

サ
ン
マ
イ

タ
ッ
チ

ヨ
等

、
h
詣
り
墓
」
を

シ

キ
バ
カ

キ
・
ベ
カ

ラ
ン
ト
ウ

テ
ラ
バ
カ
(寺
に
あ
る
)
讐

呼
び
、
鐸

後

一
年
忌
三
年
忌
そ
の
他
の
時
期
に

「詣

り
墓
」

に
石
碑
を
立

て
て
後
は

「
埋
め
墓
」
は
放
置
し
、
甚
し
き
は
村
の
共
有
に
露
し
後
來
葬
家
の
重
堀
に
委
ね
さ
え
す
る
。
死
盤
毎
に
建
碑
さ
れ
る
の
で
は
口

な
く
或
限
度

に
於
て
現
存
す
る

「詣
り
墓
し
全
盤
が
該
家
の
先
祀
の
墓
と
さ
れ
る
。
國
中
が
死
人
の
墓
石
で
埋
る
事

に
な
ら
な
か
σ
た
の

は
斯
く
死
膿
と
璽
魂
が
分
離
し
得
、
死
者
へ
の
記
憶
が
薄
れ
る
に
つ
れ
死
簸
は
除
,
に
個
性
と
機
を
脱
し
組
璽
と
し
て

一
全
盤
に
昇
華
す

る
愚
程
の
中
で

「
詣
り
墓
」
が
個
人
の
墓
で
な
く
祀
璽
全
盤
の
慧
座
と
し
て
必
然
に
生
れ
て
窟
た
か
ら
で
あ
る
。
三
河
設
樂
郡
加
茂
郡
地

方
で
は
ト
ビ
ア
ゲ

(
華

の
ハ
ッ
キ
ト
呉

に

「
室
風
火
水
地
搬

纏

正
當

(雛
)
露

姦

婁

辰
以
伸
追
幅
供
養
塔
」
「
法
身
畳
了

無

一
物

本
源
自
性
天
眞
佛
」
砺轟
"
と
書
く
が
、
ミ
バ
カ

ス
テ
バ
カ
に
封
し
キ
ヨ
バ
カ
の
語
は
か
』
る
關
係
を
よ
く
示
し
「詣
り
墓
」
の

あ

　

　

ひ

・

下

に
は
誰
の
骸
も
な
い
。

「挫
め
墓
」

に
詣
る
の
が
所
に
よ
つ
て
初
七
日
迄

四
十
九
日
迄

百
ケ
日
迄

【
周
忌
迄

新
盆
迄
等
医
、

で
あ
る
が
、
死
盤
の
汚
繊
と
簸
魂
の
個
性
が
併
在
す
る
の
は
死
後
或
る
期
聞
の
み
で
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

「
埋
め
菓
こ

は
不
用
に
蹄
し
死
」

髄

の
埋
棄
場
と
し
て
荒
涼
た
る
光
景
を
呈
す
る
に
封
し
馬

「
詣
り
墓
」
は
狙
、盤
の
神
聖
な
祭
り
場
で
、
盆

彼
岸

法
事
に
は
組
簸
は
こ

り

も

の
祭
り
墓
に
降
臨
と
い
つ
て
悪
け
れ
ば
冥
土
か
ら
來
て
そ

こ
に
立
て
ら
れ
る
塔
婆

に
愚
着
い
元
の
で
あ
る
。

庶
民
の
間
に
五
輪
塔

寳
儂
印
塔

板
碑
等
が
普
及
し
た
の
は
室
町
期
以
後
、
方
柱
形
石
碑
は
江
戸
初
期
を
遡
ら
ぬ
。
そ
れ
以
前
に
は
ド

高

野
山
、
善
光
寺
、
長
谷
、
熊
野
、
大
峯
等
の
所
謂
簸
場
が
常
民
の
総
菩
提
所
と
し
て
共
同
の

「
詣
り
墓
」
で
あ
り
、
近
世
以
降
都
市
や

佛
壇
の
成
立
す
る
民
俗
學
的
論
理

、

'

一
一



O

輝

學

硯

究

、

・

一
二

村
落
に
寺
院
が
進
出
す
る
と
之
が
小
鰻
場
と
し
て
め
機
能
を
分
澹
し
例
外
な
く
位
牌
堂
や
寺
墓
を
も
つ
に
至
つ
た
ゆ
高
野
山
現
存
最
古
◎

石
造
供
養
塔
と
し
て
著
名
な
丈
永
三
年
の
町
石
敦
り
更
に
作
年
代
の
遡
る
と
み
ら
れ
る
賢
簡
集
所
牧
高
野
山
古
圖
紬

に
は
奥
之
院
墓
原
に

林
立
す
る
角
柱
五
輪
塔
婆
の
檬
を
描
き
露
場
に
於
け
る
石
塔
以
前
の
詣
り
墓
の
姿
を
示
す
が
、
更
に
有
名
な
明
遍
杉

の
傳
諏
蹴
先
の
ホ
ト

ケ

ボ
ー
、

杖
型
ト
ー
バ
と
の
關
蓮
を
思
は
せ
、

木
角
柱
五
輪
の
更
に
原
形
で
あ
り
、

爾
墓
制
に
於
け
る

「
祭
り
墓
」
の
最
原
初
形
態
は
・

ウ
ン
ッ
キ
ト
呉

の
如
く
常
盤
木
の
枝
髭

に
刺
し
て
紳
讐

し
之
畜

簸
の
護

と
し
て
祭
を
行
つ
た
も
の
で
あ
ら
鯵
。.
異
形
塔
婆
は

爾
墓
制
で
は
必
す

「
詣
り
墓
」
に
立
て
ら
れ
る
の
は
爾
者
が
別
の
も
の
で
な
く
、
共

に

一
の
祀
型
が
攣
化
の
方
向
を
異
に
し
つ
」
或
段
階

に
於
け
美

々
の
残
存
の
仕
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
前
方
後
圓
墳
の
前
方
部
祭
壇
起
源
詮
は
考
古
學
界

疲

の
承
認
毒

マ

あ
禽

埋
葬
部
と
祭
り
場
を
別
に
す
る
爾
墓
制
の
菓
制
観
は
か
く
て
原
史
時
代
以
來
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

爾
墓
の
屯
で
特
に

「
詣
り
墓
」
は

一
般
に
家
又
は
同
族
毎
に
画
ま
つ
て
設
け
ら
れ
る
。
之
は
又
祀
簸
そ
の
も
の
の
基
本
的
性
絡
か
ら
來

る
膿
で
、
祀
釜
信
仰
は
廣
く
人
間

一
般
叉
は
姻
人
と
絶
封
者
と
の
關
係
か
ら
の
み
純
粋
宗
敏
的
に
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
之
を
祀
る
封

鎮

的
な
族
縁
協
同
髄
に
封
し
て
の
み
始
め
て
祀
籔
で
あ
り
組
先
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
つ
て
日
本
民
族
に
於

て
は

「
家
」
が
正
し

く

之
に
當
る
。
印
ち
祀
嬢
の
現
成
が
宗
敏
的
に
要
請
さ
れ
る
底

に
は

「
家
」
を
媒
介
と
す
る
就
會
的
契
機
が
不
可
分
に
結
合
し
て
居
り
、

こ
の
根
糠
左
衝
く
事
な
し
に
は
組
釜
の
性
格
そ
の
も
の
も
充
分
に
は
明
か
に
し
難
い
。

②

高
野
山
大
學
歴
史
研
究
會
磯
行
佛
敏
民
俗
第

一
號
、
五
來
重
敏
授
論
女
。

③

柳
田
國
男
著
先
斑
の
話
、

一
五
三
頁
。

'

④

十
三
巻
紫=
=
一九

「齊
串
立
て
卿
酒
坐
え
奉
る
憩
主
部
の
髪
華
の
玉
蔭
見
れ
ば
乏
し
も
」

二
〇
巻
四
三
五
〇

「、庭
中
の
阿
須
波
の
紳
に
木
柴
さ
レ

吾
は
齊
は
む
婦
り
來
ま
で
に
」

⑤

②
五
來
敏
授
論
交
。

⑥

高
野
山
奥
之
院
の
傍
に
あ
り
。
高
野
聖
の
元
皿
明
遍
俗
都
一
夜
奥
之
院
に
滲
詣
の
廻

御
廟
の
橋
の
彼
方
が
ホ
ト
ケ
で
充
満
レ
.で
入
れ
た
か
つ
た
ゆ

で
橋
眸
に
立
て
》
か
え
つ
た
杖
の
根
づ
い
た
も
の
と
い
ふ
(五
來
教
授
)。
猜
日
本
傳
説
名
彙
四
七
頁
所
牧
で
は
モ
チ
1
フ
が
少
し
く
異
る
様
で
あ
る
。

⑦

狂
來
重
氏

「
爾
墓
制
と
簸
場
崇
舞
」
民
間
傳
承
十
六
ノ
十
ご
。

⑧

小
林
行
雄
署
日
本
考
古
畢
概
設

「吉
墳
噂
代
の
葬
制
」。

'

,



三
、
家

の
本
質
と
先
組
と
の
關
係

0

＼

奮
日
本
相
績
法
の
最
大
特
色
と
さ
れ
た
家
督
相
績
が
今
次
絡
職
を
蒋
機
と
し
て
全
く
消
滅
し
相
綾
と
は
唯
遺
産
相
績
を
の
み
指
す
事
と

な

り
、
法
律
上
の
家
が
完
全
に
姿
を
没
す
る
に
至
つ
た
の
は
誠

に
法
制
史
上
の
革
命
的
攣
革
と
云
ふ
を
揮
ら
ぬ
。
か

』
る
法
律
上
の
家

に

っ
い
て
は
固
よ
り
幾
多
法
律
學
者
の
見
解
が
あ
る
が
、
こ
＼
に
見
ん
と
す
る
は
そ
う
し
た
成
文
法
成
立
の
基
暦
に
在
る
慣
習
法
上
の
家

の

、

性
格
と
そ
の
本
質
で
あ
つ
で
之
は
法
律
面
か
ら
家
が
無
く
な
つ
て
も
依
然
根
強
く
奮
の
就
會
的
機
能
を
績
け
て
居
る
。

'

の

家

族

と

家

、

　
て
こ
ひ
　

屡
、
混
同
さ
れ
る
が
家
族
と
家
は
日
本
の
場
合
明
瞭

に
異
る
。
職
後
の
民
法
が
意
圖
す
る
如
き
近
代
敵
米
風
の

}
代
限
り
の
軍
婚
小
家

族

は
婚
姻
に
ょ
つ
て
成
立
し
夫
婦
と
未
婚
子
女
か
ら
成
り
死
亡
と
共
に
治
滅
し
、
各
世
代
の
外
廓

に
在
つ
て
夫
れ
と
は
別
の
契
機
と
し
て

自

身
永
績

し
て
ゆ
く

「
家
」

と
い
ふ
観
念
を
成
立
せ
し
め
得
な
い
の
に
封
し
、
日
本
の
醤
相
績
法
や
現
慣
習
法
に
は
之
が

一
の
就
會
制
度

と
し
て
何
れ
の
霧

憲

讐

も
梁

な

存
し
、
そ
こ
か
ら
巽

蒙

長
墨

離

灘

)
震

妾

せ
、
そ
の
下
量

世
同
遣

て
内

部

の
家
族
形
態
を
規
定
し
、
家

の
爲
の
家
族
の
犠
牲
と
い
ふ
事
態
も
生
す
る
。
時
の
断
面
に
於
て
家
族
が
肚
會
構
成

の
最
基
底
軍
位
を
な

す

外
に
、
歴
皮
的
な
時
の
連
綾
に
於
て
も
家
が
そ
う
し
た
物
と
し
て
存
し
た
の
は
日
本
の
祉
會
が
も
つ
π
大
き
い
特

徴
で
あ
る
。
斯
く
家

族

と
家
は
別
個
で
あ
る
か
ら

一
方
の
存
在
は
必
す
し
も
他
方
の
存
在
と
マ
ッ
チ
し
な
い
。
帥
ち
例

へ
ば

イ
、
複
撒
世
帯

(
家
族
生
活
盤
)
の
上
を
覆
つ
て

一
つ
の
家
が
存
立
す
る
。
夫
、
に
配
偶
者
を
も
つ
父

子

孫

傍
系
親
に
更
に
奉

公
人
・家
族
を
含
む
複
合
大
家
族
の
如
き
は
そ
の
典
型
。
又
各
世
帯
が
居
住
地
を
別
に
し
て
も
猫

一
つ
の
家

に
圏

し
得
る
。

ロ
、
家
は
家
族
と
し
て
不
完
全
な
者
に
も
存
在
ず
る
。
配
偶
者
を
脆
落
さ
せ
た
個
人
が
戸
圭
と
し
て
家
㊧
櫓
…い
つ
」
生
活
す
る
如
き
場

合
。

ハ
、
極
端
に
は
家
族
生
活
の
訣
如
態

に
も
家
は
存
在
す
る
。
他
家

に
養
は
れ
る
幼
い
孤
兇
が
家
之
し
て
は
完
全
な
存
在
の
運
命
を
將
來

曳

佛
壇

の
成

立
す

る
民
俗
學
的
論
理

一
三



㌧

騨

學

研

究

、

酬
四

に
約
束
さ
れ
て
居
る
如
き
場
合
。

を
生
す
る
が
、
と
も
か
く
家
族
の
輩
複
完
否
に
拘
ら
す
、
何
等
か
の
家

に
鵬
さ
f
る
,祉
會
生
活
は
慣
習
、
法
律
共

に
認
め
な
か
つ
た
。

一
代
限
り
の
家
族
を
超
え
て
存
績
ず

る
家
と
之
を
代
表
す
る
家
長
の
地
位
の
爲
に
養
子
、
隠
居
、
慶
嫡
、
絶
家

(
再
興
)
等
の

一
蓮
の

事
態
を
生
す
る
が
然
し
現
實

に
家
を
荷
い
運
螢
す
る
者
は
各
世
代
の
家
族
で
あ
る
。
而
し
て
か
」
る
家
の
世
代
の
蓮
綾
は
父
系
の
血
縁
に

よ
つ
て
直
系
的
に
相
績
さ
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。
帥
ち
家
長
の
地
,位
の
相
績
に
血
縁
非
血
縁
が
併
存
す
れ
ば
血
縁

が
優
位
に
立
つ
原
則

で
あ
つ
て
血
統
は
家
存
績
の
第

一
條
件
で
あ
る
。
こ
』
に
血
統
血
縁
に
關
す
る
張
烈
な
民
族
的
観
念
の
存
す
る
は
明
か
で
あ
る
が
然
し
血

縁

が
噴
訣
し
た
場
合
非
血
縁
に
よ
つ
て
も
家
は
差
支
な
く
存
綾
し
得
た
の
み
な
ら
す
、
自
ら
存
績
す
る
要
求
を
も
つ
た
。
夫
婦
養
子
買
簸

養

子
の
行
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
血
縁
の
断
絶
必
す
し
も
家
の
断
絶
を
意
味
せ
す
血
縁
非
血
縁
を
覆
う
て
家
が
そ
れ
自
身
に
存
績
の

要
求
を
も
つ
事
は
、
家

が
、
`
日
本
人
に
強
い
と
い
は
れ
る
血
縁
の
観
念
よ
り
更
に
強
く
、
且
つ
本
質
的
に
そ
れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
事

を
示
す
。
家

の

一
世
代
が
奉
公
人
等
の
非
血
縁
家
族
を
内
包
し
て
も
猴
且
つ
家
と
し
て
充
分
成
立
し
得
る
所
の
、
徳
川
時
代
の
宗
門
帳
や

今

も
東
北
地
方
の
複
合
大
家
族
等
に
習
見
す
る
現
象
は
右
の
如
き
家
の
性
格
の
言
は
f
室
間
的
な
現
れ
で
あ
る
。

-

血
縁
が
断
絶
し
た
場
合
家
が
非
血
縁
に
よ
つ
て
糠
も
存
綾
を
要
求
す
る
の
は
直
系
的
な
系
譜
關
係
の
上
に
於
て
f
あ
つ
て
、
家
は
夫
に

　

　
　

　

よ
つ
て
自
ら
を
他
か
ら
廣
別
す
る
。
家
の
断
絶
と
は
血
統
の
断
絶

で
は
な
く
系
譜
關
係
の
断
絶
で
あ
る
。
法
律
が
系
譜
の
所
有
模
を
家
督

相
績
の
特
櫻
矯

芒

め
久

蠣
犠

條
)
の
は
薯

法
上
の
右
の
如
豪

の
本
篁

婆

化
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
か
急

家
が
呆

の

す

べ
て
の
家
族
の
上
に
例
外
な
く
存
も
た
の
は
決
し
て
結
果
的
な
偶
然
の
慕
實
で
は
な
く
家
が
そ
れ
自
身
永
績
の
要
求
を
内
包
し
て
居
る

事

に
基
く
。
法
定
、
指
定
、
選
定
と
三
様
の
家
督
相
績
人
を
立
て
』
迄
、
法
律
が
極
力
家
の
断
絶
を
防
が
ん
と
し
齢

伽
も
亦
家
の
も
つ
か

x
る
存
績

へ
の
彊
き
志
向
を
反
映
す
る
。
か
』
る
要
求
は
漱
米
の
近
代
家
族
に
於
て
は
抑
、
褒
生
の
根
糠
左
訣
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

㈹

家

と

先

狙

・

、

つ

り

つ

り

た

た

む

な

家
は

一
度
創
設
さ
る
」
や
そ
の
時
期
の
新
欝
に
不
拘
、
未
來
に
向
つ
て
永
績
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
㌧
る
當
爲
ぽ

然
ら
ば
何
を
根
擦
に

、



し

て
成
立
し
て
來
る
の
で
あ
ら
う
か
。

蓋
し
永
遠
の
未
來
を
張
く
志
向
し
て
存
績
し
よ
う
と
す
る
性
格
は
そ
の
根
底

に
於
て

一
の
歴
史
的
な
原
理
に
貫
徹

さ
れ
て
居
る
と
み
る

し

り

む

も

の

い

た

べ
き
で
あ
つ
て
、
斯
る
當
爲
は
現
實
に
存
績
し
た
過
去
の
時
聞
の
長
短
と
い
ふ
事
實
か
ら
は
如
何
に
し
て
も
生
じ
得
す
、
原
理
的
に
家
の

始
源
に
關
は
る
聞
題
で
あ
る
。
帥
ち
家
存
績
の
當
爲
は
そ
の
源
頭
が
後
代
荷
櫓
…者
に
強
き
闘
心
と
璽
・崇
の
封
象
と
な
る
べ
き
者
で
あ
る
事

を
根
撮
と
し
て
始
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
つ
て
、
之
な
く
し
て
は
永
績
の
要
求
は
到
底
生
じ
得
な
い
。
後
代
荷
捲
者

に
と
つ
て
そ
の
家
の

始

源
が
何
程
の
闘
心
も
尊
敬
も
つ
な
ぎ
得
な
い
も
の

(
勿
論
圭
観
的
な
意
識
域
に
於
て
。
現
實
に
創
設
者
自
身
の
も
つ
客
観
的
便
値
で
は

り

つ

う

り

も

な

い
q
)
な
ら
ば
之
を
永
綾
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
存
し
な
い
。
結
果
か
ら
み
て
事
實
上
永
綾
す
る
家

が
存
す

る
と
否
と
に
論
な
く
、

凡
て
の
家
が
超
世
永
績
す
べ
し
と
さ
れ
る
事
に
は
そ
の
家
自
騰
に
と
つ
て

(
他
の
家
、
或
は
砒
會

一
般
に
と
つ
て
薗
は
な
く
)
そ
の
始
源

が
崇
敬
に
便
す
る
者
と
し
て
必
す
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
要
請
あ
る
を
物
語
る
。
然
る
に
家
は
系
譜
關
係
で
あ
る
か
ら
そ
の
始
源
と
は

系

譜
の
始
源
と
し
て
の
先
組
に
他
な
ら
ぬ
。
組
先
崇
拝
は
是
を
根
糠
と
し
て
威
立
す
る
の
で
あ
る
が
胆
先
は
現
在
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
…常

に
璽
的
存
在
者
で
あ
る
か
ら
、
租
先
崇
拝
そ
の
も
の
』
成
立
根
篠
は
本
來
倫
理
的
で
あ
る
に
不
拘
、
現
實
に
は
祀
先
信
仰
と
し
て
宗
敏
的

し

し

　

た

む

も

も

も

様
相
を
帯
び
る
。
・即
ち
家

(家
族
で
は
な
い
)
に
祀
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
後
代
の
家
荷
捲
者
即
ち
子
孫
に
封
す
る
の
で
あ
る
。

ね

わ

む

も

む

し

家

の
先
組
が
か
く
祀
ら
る
べ
き
者
で
あ
る
と
い
ふ
規
定
は
極
め
て

重
要
で
あ
つ
て
、

そ
れ
は

先
祀
と
し
て

其
備
す
べ
き

「
必
要
な
條

件

」
で
あ
る
と
共

に
叉
そ
れ
を
以
て
足
り
る

「
充
分
な
條
件
」
で
あ
る
。
必
す
し
も
實
在
し
た
人
物
た
る
を
要
し
な

い
の
み
か
、
む
し
ろ

輩

な
る
人
間
の
立
場
に
止
る
限
り
は
子
孫
と
同
絡
で
そ
れ
の
み
で
は
崇
祀
の
封
象
と
な
り
得
べ
き
根
糠
を
訣
く
と
も

云
得
る
。
又
家
が
現

世
代
に
荷
は
れ
る
の
は
猫
り
創
設
者
の
み
で
な
く
創
設
以
後
現
在
迄
の
該
家
歴
代
所
属
者
の
螢
爲
の
す
べ
て
を
條
件
と
し
過
去
の
全
盤
を

そ

の
背
後

に
背
負
ふ
の
で
あ
る
が
、
ー

歴
皮
的
性
格
、
未
來
志
向
の
裏
面
;

家
に
關
は
る
斯
う
し
た
過
去
の
群
璽
が

一
全
農
と
し
て

後

代
子
孫
に
封
す
る
時
、
そ
れ

こ
そ
邸
・ち
前
節
に
於
て
、
個

汝
の
死
璽
が
や
が
て
個
性
と
繊
か
ら
昇
華
し
て

一
全
盤
と
し
て
の
租
盤
に
盤

質
化
す
る
と
み
た
そ
の
當
盤

に
外
な
ら
ぬ
。
家
は
そ
の
歴
史
的
な
性
絡
の
極
に
於
て
倫
理
性
の
媒
介
を
通
じ
て
自
ら
の
始
源
を
、
具
盤
的

佛
壇
の
成
立
ず
ノる
門民
俗
學
的
議調
理

'

一
五
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に
は

「
祀
ら
る
べ
き
祀
簸
し
と
し
て
宗
敏
的
に
現
成
し
て
來
ざ
る
を
得
な
い
ρ
逆
に
い
へ
ば
祀
璽
の
璽
質
化
は
宗
教
的

磐

ω冒
げ
に
で
は

な
く
肚
會
的
な
家
と
い
ふ
枠
の
中
で
夫
か
ら
の
根
本
的
規
定
を
受
け
り
,」
言
は
f

帥
ロ

F

{骨

玖
oげ

に
具
盟
化

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

帥

ち
先
祀
は
家

の
歴
史
的
性
格
、
系
譜
的
本
質
か
ら
内
面
的
に
成
立
し
て
來
る
の
で
あ
つ
て
、

之
れ
法
律
が

系
譜

と

共
に
祭
具
及
墳
墓

(共
に
肌

先
の

)
の
所
有
婆

憲

相
績
の
犠

と
し
斎

以
で
あ
る
。
、

た

ら

家
は
系
譜
關
係
で
あ
る
か
ら
結
果
に
於
て
は
勿
論
先
狙
か
ら
子
孫
の
世
代
が
糧
起
し
て
來
る
形
を
と
る
が
、
手
績

上
の
事
實
と
し
て
は

子
孫
の
家
が
先
づ
存
し
、
家
の
基
本
的
性
格
か
ら
先
租
が
喚
起
さ
れ
、
そ
の
先
組
に
よ
つ
て
家
永
績
の
要
求
が
安
當
性
を
得
る
と
い
ふ
關

し

も

ゆ

係

で
あ
る
。
然
し
又
家
は
系
譜
關
係
で
あ
つ
て
必
す
し
も
そ
れ
が
系
固
に
客
観
化
さ
れ
て
存
す
る
こ
と
を
絶
封
の
要
件
と
は
し
な
い
。
系

.
圖
が
な
け
れ
ば
家

が
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
。
家
の
過
去
世
代
を
記
録
す
る
如
き
は
文
字
に
縁
な
き
常
民
の
關
知

し
な
か
つ
た
魔
で
あ

ψ

り

り

る

が
系
譜
の
、デ
ー
タ
が
客
観
的
に
明
確
な
る
と
否
と
を
問
は
す
、
家
は
系
譜
關
係
と
し
て
充
分
に
威
立
し
得
、
叉
事
實
す
べ
て
の
當
民
に

例
外
な
く
存
し
た
。
文
字
が
常
民
に
普
及
す
る
に
◇
れ
、
家
の
系
譜
關
係
を
薙
嚴
す
る
爲
に
儒
系
圖
が
饗
生
し
た
根
擦
は
こ
」
に
あ
る
と

の

も

共

に
、
か
x
る
物
の
焚
生
自
盤
が
、
家
は
系
譜
關
係
で
あ
つ
て
、
そ
の
客
観
的
眞
實
性
を
不
可
欠
の
要
.件
と
し
な
い
事
を
端
的
に
示
す
も

の
で
あ
る
。
又
家
の
開
基
と
か
中
興
と
か
、
強
き
個
性
を
以
て
長
く
子
孫
の
記
憶
に
淺
る
者
が
簸
質
化
し
た
過
去
簸

の
融
合
的
全
罷

の
中

に
聾
立
す
る
事
を
妨
げ
な
い
。
没
個
性
的
な
融
合
簸
と
個
璽
と
を
矛
盾
的
に
含
ん
だ
先
祀
と
い
ふ
槻
念
が
現
實
に
日
本
で
は
存
し
得
た
。

「
詣
り
墓
」
や
佛
箕

鞭
)
に
於
羨

名
を
刻
ん
だ
数
基
の
石
塔
群
や
位
牌
群
が
そ
の
儘
他
面
に
漠
然
た
る
墾

の
象
徴
覗
さ
れ
る
の
も
之

と
關
係
が
あ
る
で
あ
ら
う
o

と
も
か
く
か
』
る
先
組
は
家

の
内
面
か
ら
必
然
的
に
打
出
さ
れ
て
來
る
も
の
で
家
を
機
無
し
た

一
代
限
り
の
欧
米
風
近
代
家
族
に
は
始

か

ら
成
立
す
る
根
糠
を
訣
を
、
π
と
え
簸
魂
観
念
の
如
き
が
存
し
て
も
直
接
に
個
人
封
個
入
の
關
係
で
表
は
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

⑨

日
本
の
家
の
系
譜
的
本
質
は
今
日
農
村
砒
會
學
者
に
よ
つ
て
も
一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
。
有
賀
再
左
衛
門
著
日
本
家
族
制
度
と
小
作
制
度
。
瀟
武

直
著
日
本
農
村
の
肚
會
的
性
格
。
喜
多
野
濡
二

「同
族
組
織
と
封
建
遺
制
」
二封
建
撞
制
ー
日
本
人
交
科
學
會
編
)



⑩

蕉
民
法
第
五
粗
綾
編
第
三
旦
第
ご
節

辱

四

同
族
結

合

と
同

族
紳

吾

汝
は
上
來
家
を
系
譜
關
係
と
規
定
し
つ
」
も
專
ら
直
系
相
綾
の
方
向
に
の
み
之
を
見
て
來
た
が
・
實
は
そ
れ
は
家
の

一
面

に
す

ぎ

-
ね
。
系
譜
關
係
は
猫
り
直
系

の
み
で
な
く
そ
の
性
質
上
必
然
に
傍
系
を
分
出
す
る
か
ら
家
を
系
譜
關
係
と
云
ふ
時
、
直
系
傍
系
を
併
せ
お

杢
系
譜
關
係
に
於
て
是
を
見
な
け
れ
ば
そ
の
本
質
を
充
分
に
捉
え
る
事
が
出
來
ぬ
。
帥
ち
直
系
の
本
家
筋
と
傍
系
の
分
家
筋
の
各
汝
が
相

互
猫
立
に
家
な
る
の
み
で
な
ぐ
、
之
等
を
包
括

し
た
全
系
譜
關
係
と
し
て
の
同
族
結
合

こ
そ

一
暦
家
の
本
質
に
添
ふ
も
の
と
云
は
ね
ば
な

ら

ぬ
。

今
も

マ
キ
、
カ
ブ
、
イ
ッ
ケ
、
イ
ッ
ト
ウ
、
ウ
チ
ワ
、
ク
ル
ワ
、
オ
ヤ
ヵ

マ
ド
、
ヤ
ウ
チ
、
!
チ
モ
ン
、
ヂ
ル
イ
、
ア
イ
ヂ
等
名
稽
は

土
地
毎
に
旺
汝
な
が
ら
も
本
家
分
家
の
同
族
團
を
彊
固
に
結
成
し
て
日
常
生
活
に
密
接
な
關
連
を
持
ち
、
之
を
全
髄
と
し
て

一
の
家
と
み

る
観
想
は
種
汝
の
段
階

に
於
て
前
近
代
的
な
山
間
部
の
村
落
等

に
は
屡
,
み
ら
れ
る
が
、
前
代
に
於
て
は
斯
か
る
者
は

一
暦
濃
厚
且
つ
廣

な

般

に
存
し
た
と
思
は
れ
る
。
帥
ち
封
建
制
度
以
前
の
日
本
に
は
枇
會
の
各
暦
に
同
族
結
合
或
は
そ
れ
へ
の
傾
斜
が

一
層
廣
般

に
且
つ
重
い

比

重
を
以
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
て
、
批
會
経
濟
が
構
造
的
に
資
本
圭
義
化
し
都
市
を
中
心
と
す
る
商
工
業
が
嚢
達

す
る
に
つ
れ
、
農
村

も
亦
全
國
的
流
通
経
濟
の
中

に
捲
き
込
ま
れ
て
商
業
的
農
業

の
比
重
を
格
段
に
増
大
し
て
ゆ
く
過
程
で
内
部
的
に
質
的
分
化
を
起
こ
し
同

族
結
合
を
崩
壌
さ
せ
て
來
π
の
で
あ
る
。
か
」
る
傾
向
は
徳
川
中
期
以
降
に
顯
著
を
な
り
明
治
以
降
飛
躍
的
に
進
展

し
た
が
、
今
見
る
様

に
翠
婚
家
族
の
小
生
活
盤

に
ょ
つ
て
分
散
的
に
家

の
世
代
が
憺
は
れ
、
從
つ
て
家
が
小
さ
く
猫
立
す
る
傾
向
の
支
配
的
と
な
つ
た
の
は
か

ぐ

て
極
め
て
新
し
い
時
代
の
事
で
あ
り
且
つ
比
較
的
近
代
化
の
進
ん
だ
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。

同
族
結
合
は
今
日
も
猫
夫
の
存
す
る
虚

で
は
村
落
構
成
の
重
要
箪
位
で
あ
り
弛
會
生
活
上
封
自
的
に
も
謝
他
的
に
も
有
力
な
機
能
を
醤

む

が
、
普
通
に
同
姓
で
あ
る
事
が
特
徴
で
本
家
が
中
椹
的
支
配
的
地
位
に
立
ち
、
系
譜
上
の
本
末
が
祉
會
的
身
分
關
係
の
上
下
に
縛
化
さ

佛
壇
の
成
立
す
る
民
俗
學
的
論
理

一
七

戦
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、

一
八

れ

る
。
之
は
た
と
え
現
實

に
土
地
所
有
上
の
地
主
小
作
關
係
を
媒
介
し
な
く
と
も
、
も
と
分
家
の
創
出
が
分
家

の
爲

で
は
な
く
本
家
経
螢
【

の
損

大
螢
展
と
し
て
本
築
a
拠
み
め
行
は
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
事
に
基
く
。
本
家
分
家

の
關
係
が
忘
却
さ
れ
、
或
は
系
譜
の
隊

承
に
錯
鑑

　
　
　

が

生
じ
、
或
は
奉
公
人
分
家
や

ユ
ル
シ
カ
ブ

(
ア
ト
カ
ブ
)
の
如
き
非
血
縁
分
家
が
講
成
軍
位
と
し
て
入
り
込
み
つ
」
も
普
通
は
本
家
を

中

心
と
し
完
同
姓
の
擬
制
血
縁
團
燈
の
形
を
と
る
。
斯
く
血
縁
に
非
る
要
素
を
含
み
つ
』
も
猫
全
盤
と
し
て

一
の
同
族
た
り
得
る
の
は
、

先
に
直
系
に
抽
象
し
て
考
え
π
家
が
世
代
の
構
成
者
に
於
て
も
相
綾
關
係

に
於
て
も
血
縁
非
血
縁
を
覆
う
て
存
す
る
の
と
全
く
同

一
の
原

理

が
、
傍
系
を
も
含
ん
だ
全
系
譜
關
係
の
中
に
援
大
再
生
産
さ
れ
る
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
分
家
が
本
家
か
ら
析
出
さ
れ
て
、
同
族
結
合
が

成

立
す
る
根
糠
は
爾
家
が
夫
喘
相
互
に
系
譜
上
の
出
自
關
係
を
認
知
し
合
ふ
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
認
知
の
上
に
立
つ
て
爾
者
は
系
譜
上

一

定

の
地
位
を
占
め
る
家

の
關
係
と
し
て
結
合
さ
れ
る
。
複
合
大
家
族
の
構
威
要
素
を
な
す
世
帯

(
戸
圭
の
傍
系
親
、
或
は
奉
公
人
家
族
)

が
家
と
し
て
の
猫
立
を
承
認
さ
れ
本
家
と
の
系
譜
關
係
の
中
に
分
家
た
る
地
位
を
與
え
ら
れ
た
時
、
同
族
結
合
の
構
成
要
素
に
韓
化
す
る

が

、
認
知
の
前
後

に
於
て
構
成
人
員
に
全
く
差
異
が
な
い
。
奉
公
人
が
圭
家
の
内
部
で
結
婚
し
や
が
て
圭
家
を
本
家
と
し
て
分
家
さ
せ
ら

れ
る
場
合
、

一
家
の
創
設
が
本
末
の
系
譜
關
係
に
添
う
て
行
は
れ
る
に
封
し
、
ユ
ル
シ
カ
ブ
で
は
豫
め
猫
立
に
存
す

る
爾
家
の
間
に
本
末

め

系
譜
關
係
が
擬
制
的
に
設
定
さ
れ
る
が
、
共
に
非
血
縁
分
家
を
成
立
さ
せ
る
契
機
と
し
て
系
譜
關
係
を
本
質
的
原
理
と
す
る
。

ノ
分
家
は
實
際
に
は
非
血
縁
よ
り
血
縁
の
場
合
が
多
い
か
ら
系
譜
と
血
縁
が
重
な
り
同
族
結
合
に
は
親
族
關
係
が
混
肴
す
る

結

果

を
"來

す

。
然
し
爾
者
は
原
理
的
に
別

汝
の
者
で
、
血
縁
の
阿
胞
で
も
婚

し
て
他
家

に
入
つ
た
者

(
及
び
そ
の
家
族
〉
は
親
族
で
は
あ
る
が
同
族

で
は
な
く
生
家
と
は
別
の
系
譜
關
係
に
所
圃
す
る

一
方
、
分
家
に
取
立
て
た
奉
公
人
や

ユ
ル
シ
カ
ブ
の
家

の
厩
員
は
親
族
で
は
な
い
が
同

族

と
し
て
新
に
同

一
の
系
譜
關
係
に
入
る
の
で
あ
る
。

血
縁
分
家
は
固
よ
り
非
血
縁
分
家
に
於
て
も

一
度
家
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「以
上
、
勿
論
夫
れ
自
身
永
綾
の
要
求
を
内
在
さ
せ
る
が
そ
の

蓮

合
で
あ
る
同
族
團
も
亦
同
じ
要
求
を
も
つ
。
控
穿
近
代
祉
會
は
同
族
團
の

一
家
的
結
合
存
績

に
適
し
な
い
條
件
を
…幾
ら
も
作
出
し
た
か

ら
、
か
」
る
條
件
の
下
で
は
そ
れ
は
潜
在
化
す
る
が
決
し
て
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
。
即
ち
系
譜

の
本
末
關
係
に
於

て
族
的
結
合
を
威
立



さ
せ
る
は
日
本
の
家
の
通
有
性
で
あ
る
が
、
ど
の
程
度
に
、
又
如
何
な
る
形
で
之
を
具
膿
化
さ
せ
る
か
は
夫

,
の
場

合
に
異
る
。

中
で
も
同
族
團
が
密
切
な
日
常
生
活
關
蓮
を
も
つ
上
に
事
實
上
不
可
訣
の
要
素
と
な
る
の
は
地
縁
關
係
で
あ
つ
て
、
同
族
を
同

一
地
縁

に
撃
ぎ
得
る
様
な
條
件
は
杜
會
の
近
代
化
に
つ
れ
て
崩
壌
す
る
か
ら
、
今
日
標
式
的
な
同
族
結
合
は
都
市
よ
り
は
農
村
、
農
村
よ
り
は
更

に
山
村
に
多
く
残
存
す
る
結
果
を
呈
す
る
。
か
』
る
同
族
結
合
が
生
活
關
連
上
に
螢
む
機
能
は
極
め
て
多
岐
で
あ
る
が
、
大
別
す
れ
ば
財

産

の
共
有
、
勢
働
及
祭
祀
の
協
同
で
あ
ら
う
。
然
し
今
日
全
般

に
顯
著
な
同
族
分
解
の
趨
勢
の
中
で
第

一
第
二
の
機

能
は
喪
失
す
る
か
、

村
組
の
如
き
他
種
團
髄

に
移
属
す
る
事
の
多
い
中

に
祭
の
協
同
だ
け
は
最
後
迄
保
持
さ
れ
て
居
る
。
邸
ち
同
族
内
部
に
系
譜
關
係
の
記
憶

が
失
は
れ
共
産
や
協
働
慣
行
も
消
滅
し
、
唯
現
に
同
姓
集
團
で
あ
り
毎
年
定
期
に
共
同
の
祭
を
行
ふ
祭
團
た
る
黙
に
の
み
結
合
の
最
後
的

紐
帯
を
見
出
し
て
居
る
例
が
多
い
の
は
之
が
結
合
の
本
質
に
深
く
關
る
事
を
思
は
し
め
る
。

こ
の
同
族
協
祭
の
封
象
が
即
ち
同
族
神
で
あ
る
が
、
神
格
の
種
類
、
神
盤
の
形
態
、
共
に
多
岐
を
極
め
る
。
祭
祀

の
當
屋
は
今
日
本
家

の
常
當
屋
制
か
ら
同
族
の
輪
番
當
屋
制

へ
多
く
移
行
し
て
來
て
居
る
が
、
前
の
場
合
同
族
紳
が
本
家
の
屋
敷
内
或
は
所
有
地
に
在
つ
て
同

族

の
祭
が
本
家

の
家
の
祭
、
同
族
紳
が
本
家
の
屋
敷
紳
と
い
ふ
形
を
と
る
者
が
あ
る
。
向

族
祭
は
元
來
斯
く
本
家
を
中
心
と
し
た
同
族
と

い
ふ

一
の
家
の
祭
で
あ
つ
て
、
本
家
の
相
封
的
な
地
位
と
梅
威
が
低
下
し
、
分
家
筋
の
そ
れ
が
上
昇
し
て
來
る
と
同
族
神
の
祭
祀
権
も
漸

次

本
家
の
猫
占
か
ら
同
族

一
般
に
解
放
さ
れ
、
更
に
同
族
結
合
が
分
解
し
て
蕾
の
構
成
戸
が
分
立
す
る
と
奮
同
族
神
は
家
、
の
屋
敷
紳
に

藤
身

す
る
事
も
あ
る
。
祭
祀
の
方
式
の
攣
遷
は
砒
會
経
濟
的
な
家
運
の
隆
替
を
踏
え
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
紳
の
性
格
は

鋤
昌
ωざ
ゴ
,
に
で
は
な
く
之
を
祀
る
者
と
の
關
係
の
裡
に
決
定
さ
れ
る
が
、

同
族
祭
に
於
て
同
族
講
成
戸
が
す
べ

て
祭
祀
参
加
の
梅
利
と
義
務
を
も
ち
血
縁
者
と
雄
も
他
族
團
の
者
に
は
参
加
を
峻
拒
す
る
事
は
同
族
紳
の
本
質
を
考

え
る
上
に
最
も
重
要

な
観
鮎
で
あ
る
。
今
日
民
俗
學
界
に
於
て
同
族
紳
は
村
の
鎭
守

(
ウ
ヂ
ガ
ミ
)
の
前
身
を
暗
示
す
る
者
と
し
て
頻
に
注
目
さ
れ
て
居
る
が
、

そ
れ
に
様

汝
の
神
格
が
登
場
す
る
塵
か
ら
、
未
だ
同
族
紳
は
必
す
し
も
組
先
神
で
な
い
と
い
ふ
事
實
を
指
摘
す
る
に
止
ま
り
、
か
』
る
分

化

の
起
因
や
総
じ
て
夫
と
狙
先
と
の
本
質
關
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
突
込
ん
だ
考
察
を
何
故
か
躊
躇
し
て
居
る
様
に
み
え
る
。
然
し
総
て

佛
壇
の
成
立
す
る
民
俗
墨
酌
論
理

`

一
九



膵

學

・研

究

ご
○

の
同
族

に
例
外
な
く
、
恣
意
と
・取
捨
を
許
さ
す
全
構
成
員
に
祭
祀
の
梅
利
と
義
務
を
當
爲
と
し
て
命
じ
得
る
者
は
、
同
族
が
全
系
譜
關
係

で
あ
る
以
上
、

該
杢
系
譜
關
係
の

一
元
的
始
源
・即
ち

先
組
以
外
に
は
あ
り

得
な
い
筈
で
は
な
い
か
。

同
族
神
の
本
質
は
前
に
見
た
家
と

う

う

も

う

た

う

も

も

先

祀
、
家
と
同
族
の
二
つ
の
論
理
の
鮮
結
と
し
て
當
然
に
本
家
を
媒
介
と
し
て
、
該
全
同
族
の
祀
先
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
又
そ
の
故

に
本
家
の
肚
會
的
地
位
が
宗
敏
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
現
實
に
は
夫
が
穀
簸
、
地
藤
、
荒
紳
.そ
の
他
檬

汝
の
特
定
紳
格
と
な
つ
て

居

る
の
は
皆
二
次
的
習
合
の
結
果
と
み
る
べ
き
で
、
同
族
の
み
を
結
合
し
他
族
を
排
除
す
る
力
は
盟
先

(
紳
)
以
外
に
は
絶
封
に
之
を
想

な

の

の

わ

・
定

し
得
な
い
。
爾
丹
地
方
の
カ
ブ
が
何
神
を
祀
る
と
も
そ
の
同
族
祭
が
株
講
或
は
先
祀
講
と

呼
ば
れ
る
の
は

端
的

に
そ
の
關
係
を

示
す

ゐ

も
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
他
神
格
と
容
易
に
習
合
し
得
る
事
が
没
個
性
的
な
組
璽
の
性
格
そ
の
も
の
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
。

も

　

し

、
本
家
の
創
設
者
と
い
ふ
人
を
明
か
に
傳
承
し
つ
」
、
別
に
同
族
神
を
祀
り
、
之
は
先
耐
が
感
得
し
た
、
働
請
し
た
、
祭
つ
た
、
守
護
さ

.れ

た
、
身
代
り
に
立
つ
て
戴
い
た
、
背
負
つ
て
歩
い
た
と
い
ふ
檬
な
所
傳
は
各
地
に
多
い
が
、
之
は
皆
璽
質
化
す
る
祀
需
砿と
後
代
迄
聾
立

つ
個
璽
と
を
矛
盾
的
に
統

一
せ
ん
と
す
る
努
力
の
跡
で
あ
る
。
而
し
て
か
」
る
同
族
紳
中
に
佛
格
の
者
の
あ
る
事
は
、
…悌
壇
の
成
立
根
擦

を
尋
ね
ん
と
す
る
今
の
我
々
の
注
意
を
惹
か
す
に
は
措
か
な
い
。

、

⑪

丹
波
地
方
で
い
ふ
。
本
來
他
人
で
あ
つ
た
竜
の
が
他
の
同
族
園
へ
加
入
を
認
許
さ
れ
た
も
の
。
ツ
ケ
カ
ブ
と
も
い
ふ
。

げ

五

佛
敏
的
同
族
紳

と
佛
壇

に
祀

ら
れ
る
も
の

ω

佛
敏
的
同
族
神

　
ぬ

　

同
族
神
が
佛
格
を
と
る
例
は
神
格
の
者
に
比
し
て
甚
だ
少
い
が
從
來
の
報
告
で
は
同
族
神
祭
の

一
般
的
な
土
地
で
、
封
象
が
紳
格
で
も

-

佛

格
で
も
祭
の
方
式
や
條
件
に
は
全
く
差
異
な
く
、
紳
盤
と
佛
髄
と
の
形
盤
上
の
差
異
に
根
源
的
な
理
由
の
認
め
難

い
例
が
大
多
数
で
あ

る
。
東
北
地
方
で
同
族
神
を
ウ
チ
ガ
ミ
と
呼
ぶ
こ
と
は
夙
に
著
聞
し
て
居
る
が
例
え
ば
岩
手
縣
和
賀
郡
笹
間
村
金
栗

の
小
原
四
三
家

(
部

ゐ
て
　

　
　
ゐが
　
り　

　
　
こ
　て
と
　
み
　
　

落

の
本
家
。
分
家
十
、
孫
分
家
非
血
縁
分
家
ご
)
が
屋
敷
内
に
ウ
チ
(
ヂ
)ガ
ミ
と
し
て
不
動
明
王
を
祀
り
・
分
家

の
ウ
チ
(
ヂ
映
ガ
ミ
に
は

ゾ



稻
荷

金
神
轟

棚
に
祀
る
黍

あ
る
が
本
家
と
豊

{關
係
に
祀
つ
た
と
陰

。
本
家
の
不
動
の
祭
日
(蕉
九
月

三
日
.
)
に
分
家
は
す
べ
て
参
拝

もも　

　

　

　

　
　

　

し
、
不
動
祠
の
屋
根
藁
葺
替
に
は
分
家
は
米
鐘
で
覗
つ
た
。
奥
南
部
地
方
の
村
々
で

一
軒
二
軒
の
オ
ヤ
.、
オ
ト
ナ
と
呼
ば
れ
る
本
家
の
ウ

む

　
む

チ

ガ

ミ
は
熊

野

、

八
幡

、

稻

荷

、

天

神

、

子

安

、

山

ノ

神

、

藥

師

、

オ

シ
ラ
神

等

様

、

で

、

神

棚

に
祀

ら

れ

縁

日

が

あ

リ

マ
キ

が
中

心

と
.

　
は

　

し

な
り
常
に
本
家

で
オ
籠
り
を
し
た
。
輻
島
縣
田
村
郡
瀧
根
町
神
俣
で
家

汝
の
ウ
ヂ
ガ
ミ
に
は
稻
荷
、

山
ノ
紳
、

賀

茂
明
神
、

雷
紳
、

天

な

紳

、
明
神
と
共
に
藥
師
、
不
動
、
地
藏
、
観
晋
、
阿
彌
陀
、
麻
利
支
天
等
が
あ
り
神
蟹
は
御
幣
か
木
の
札
、
分
家
す
る
と
ウ
ヂ
ガ
ミ
を
分

祀
す
る
が
、
ウ
ヂ
ガ
ミ
が
蒙

分
家
を
別
つ
讐

と
な
る
事
も
み
窃
・
東
北
以
雷

州
で
も
東
山
梨
那
八
幡
村
の
各
部
落
の
蔭
家
筋
は

「
苗
字
カ
ケ
ノ
氏
神
」
(茄田
字
カ
ケ
は
當
地

方
同
族
關
岡
の
方
曽口)
を
も
つ
が
丸
山
氏
は
全

寺
明
榊
・
別
の
丸
毘

は
諜

禮
・
堀
罠

は
貴
富
禰
明
硬

冨

氏
は
罵

羅

、
小
田
切
氏
讐

騨

憩

松
長

は
オ
不
動
サ
ン
・
袈

氏
ぽ
塞

藏
サ
ン
で
港

明
治
翠

ま
で
獲

藁

を
行
一つ

麓

之
等
は
皆
佛
格
で
あ
つ
℃
も
祭
團
の
蘭

と
ウ
チ
ガ
ミ
(ウ
チ
は
同
族
を
示
す
ヤ

ウ
チ

ミ
ウ
チ
の
ウ
チ
)
な
る
蕎

よ
り
同
薙

た
る
は
明
か
で
二

勢

の

同
じ
様
な
條
件
の
下
で
同
族
神
の
紳
格
が
斯
く
分
化
し
得
る
の
は
中
核
鷺

で
あ
る
祀
露
が
元
來
無
色
で
渡
個
性
的
な
唯
祀
ら
れ
る
も
の
な
'

　
て

　

る
に
基
く
。
群
馬
縣
勢
多
郡
敷
島
村
で
は
イ
ッ
ケ
毎
に
氏
神
と
堂
を
共
有

す
る
返
左
表
)
。
之
等
は
或
は
氏
神

(
同
族
紳
)
の
本
地
佛
か

'

部

落

名

イ

ヅ

ケ

氏

剃1

お

堂

花 ク 宿 五 十 西 狩
箇 、

藏 ・ 二
卒

寺 立 坂 原 野

〃 ケ 角 ク 〃 〃 ぢ守

野

田

皿1

 

佛
壇

の
域

立
す

る
民
俊
學
的
論
理

狩
野
八
幡
宮

〃7
・
今

紳

八

幡

龍
泉
寺

・
お
堂
激
個

阿

彌

陀

堂

〃 藥 古 紳

師 木 王

堂岬堂 堂

も
知
れ
す
、
奥
羽
や
甲
州
の
佛
絡
ウ
チ
ガ
ミ

に
も
袖
…佛
脅
合
の
過
程
を
経
て
成
つ
た
者
の

あ
る
を
想
像
さ
せ
る
。

現
に
京
都
府
何
鹿
郡

た

　

東
八
田
村
於
與
岐
の
吉
崎
株

(
甲
)
の
株
荒

撃

ン
が
「
望

大
荒
嬰

殊
菩
薩

(凝

麹

で
あ
る
の
は
明
か
に
魏

抱
合
の
妹

態
を
示
し
て
ゐ
る
。
之

に
は
紳

(
佛
)
像
偉

な
い
が
、
斯
様
に

一
度
神
格
を
通
過
す
る
ζ

一二

防



脚

學

研

究

堀 持 小 櫻

之 久 池 之

内 保 原 木

永 都 須 齋

井 丸 田 藤

八 ケ 十?

二

様

幡

、宮

観 名 地 藥

音 不 藏 師

堂 詳 堂 堂

一
=
一

と
な
く

組
璽
が

直
ち

に
佛
格
を
得
、

同
時

に
佛
像
と
し
て
祀
ら
れ
た
例
と
し

て
は
、

京
都
府
加
佐
郡
大
江
町
露

上
(蕉
有
路
上
村
)
の

臭

株
(十
三
戸
。
曹
洞
宗

菩
門
寺
檀
家

)
が
持
山
の
墓
地

の
入
口
に
近
く
祀
る

「
先
阻
サ
ン
」
の
祠
に

籍

拙
な
響

立
像
(高
三
寸

一木
彫
)
と
二
枚
の
木
簡
と
過
去
帖
を
牧
め
頂

る
が
、
木
簡
に
は
各
・
「
南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
一養

羅

」

(
蕎

「
昭
和
五
年
+
二
月
+
五
昌

歪

建
立
し
)
擁

白
山
妙
奨

霧

専
所
守
護
」
襲

箪

昭
奪

五
年
+
二
尋

五
昌

歪

建
・

立
」
)
と
あ
・り
、
又
昭
和
五
年
當
時
普
門
寺
契
天
和
省

の
手
に
な
る
右
の
過
去
帖
開
扉
の
識
語
に
は

「
(
前
略
)
今
白
木
氏

一
族
之
者
相
計
り
先
狙
の
石
碑
及
璽
殿

一
字
を
建
立
し
先
亡
諸
精
盤
を
合
祀
し
上
は
佛
恩
先
忌
の
徳
に
報
じ
下
は
5

子
孫
永
久
の
功
に
備

へ
ん
と
す
、
翼
く
ば
佛
組
照
鑑

昭
和
五
年
十
二
月
廿
五
日

普
門
現
住
契
天
記
之

朱
印

・

白
木
氏

一
族
合
掌

-

髄

、

南
無
繹
迦
牟
尼
佛

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩

.

白
木
氏
先
狙
累
代
精
璽

'

有
縁
無
縁
法
界
群
璽
等
」

`

、

と
し
て
以
下
株
中
各
家
歴
代
の
法
名
を
列
記
し
て
あ
る
。
識
語
に
石
碑
と
い
ふ
は
墓
地
の

一
角

に
あ
る
「
白
木
氏
先
組
之
碑
」
を
さ
し
、
そ

の
後
に
元
豫
の
年
號
あ
る
夫
婦
墓
の
「
先
租
ノ
墓
」
が
あ
る
。
「
株
講
し
(「
先
狙
講
」
と
も
い
ふ
)
の
輪
番
宿
に
祀
ら
れ
る
掛
軸
は

「
白
木
先
組

代

汝
之
精
釜
」
で
あ
る
。
先
祖
碑
や
観
昔
祠
の
出
來
る
以
前
の
講
は
こ
の
軸
を
の
み
封
象
と
し
た
丈
字
通
り
株
の
先

祀
講
で
あ
つ
た
。
動



機
は
明
か
で
な
い
が
昭
和
五
年
を

一
期
と
し
て
從
來
の
先
組
代
汝
之
精
嬢
が
大
慈
大
悲
観
世
音
と
し
て

(
そ
の
儘
の
姿
で
更
に
十
年
後
に

ね

や

ぬ

ら

し

り

ち

り

は

白
山
模
現
と
し
て
。
i

そ
の
動
機
も
不
詳
)
白
木
株
に
現
じ
た
事
は
闇
違
な
い
。
然
し
そ
の
祠
は
飽
迄
先
祀
の
簸
殿
と
し
て
先
亡
精
,

も

り
　

し

で

鑑

を
合
祀
し
た
も
の

(
識
語
)
、
只
夫
が
観
音
の
姿
を
と
つ
て
居
る
と
い
ふ
迄
で
別
に
儀
軌
的
に
定
つ
て
居
る
の
で
な
い
か
ら
南
無

(
專

所
)
す
る
も
の
と
し
菱

繹
迦
で
も
白
山
棒
現
で
も
あ
る
も
の
・
要
す
る
に
佛
恩
先
忌
の
徳
あ
る
佛
組
(灘
附
黙

避

で
曽

識
語
皐

後

の
四
つ
南
無
の
封
象
は
共
に

一
つ
、
融
通
無
礎
な
耐
璽
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
固
よ
り
之
等
は
識
宇
暦
に
鵬

す
る
住
職
の
さ
か
し
ら
、

で
あ
ら
う
が
、
然
し
そ
れ
を
納
得
し
て
怪
ま
な
い
黙
が
重
要
で
あ
る
。

兵
庫
縣
佐
用
郡
徳
久
村
干
松
で
は
春
日
株
十
五
軒
が
不
動
を
、
春
名
株
十

一
軒
が
地
神
を
、
榊
名
株
九
軒
が
紙
名
を
、
共
に
夫

々
株
の

イ
ワ
イ
ガ
ミ
と
し
て
祀
る
が
此
所
の
イ
ワ
イ
ガ
ミ
は

一
般
に
元
は
先
祀
ノ
紳
で
あ
つ
た
、
叉
紙
名
さ
ん
は
木
精
サ

ン
の
事
で
紳
名
氏
の
墓
一

で
あ
露

と
い
菊

イ
ワ
ヒ
ガ
ミ
と
は
・
薫

な
彼
の
信
州
の
同
族
聴

あ
る
藤

肇

同
じ
く

「
齋
か
れ
る
紳
」
の
喜

的
汎
奪

、

五

に
異
系
統
な
る
不
動
や
地
神
に
容
易
に
韓
じ
得
る
本
膿
の
波
個
性
的
腱
女
性
を
端
的
に
示
す
呼
稽
で
あ
る
が
、
夫
が
同
族
瀞
に
限
つ
て
、

用

い
ら
れ
且
つ

一
方
で
は
先
祀
ノ
神
や
墓
で
あ
つ
た
と
傳
承
さ
れ
る
庭
、
先
の
吾
人
の
推
定
を
實
諮
し
て
飴
り
あ

ゐ
。

蓋
し
魍
璽
と
同
族
紳
と
は
原
質
的
に
同

一
の
も
の
で
、
そ
れ
に

一
方
で
は
佛
敏
的
色
彩
が
加
は
り
、他
方
で
は
同
族
結
合
が
分
解
し
て
ゆ

く
過
程
の
中
か
ら
個
家
の
佛
壇
が
成
立
し
て
く
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
爾
過
程
が
未
だ
分
れ
ざ
る
原
初
形
態
を
示
す
と
卑

ら
れ
る
も
の
に
、
す
べ
て
に
亙
つ
て
民
族
の
蒼
古
た
る
傳
承
を
豊
富
に
淺
存
す
る
琉
球

の
例
が
あ
る
。
即
ち
沖
縄
本
島
の
南
部
、島
尻
郡
知

よ
　
　
　
　

　
　

念

村
志
喜
屋
部
落
の
志
喜
屋
門
申

(
腹
と
も
い
ふ
。

同
族
團
)

の
祭
祀
は

門
中
総
本
家
の
ア
シ
ヤ
ゲ
に
於
て
后
は
れ
る
。

ア
シ
ヤ
ゲ
は
、

欝

、
叉
は
選

と
も
云
ひ
、
総
黍

の
屋
敷
内
、
本
屋
の
向
つ
て
右
側
に
禽

。
あ

ア
磁

ゲ
に
部
落
最
古
綿

き

れ
灸

ノ
紳

　
の
　

と
阻
先
の
簸
を
祀
る
。
組
先
の
簸
は
門
中
第

一
の
組
先
、
門
中
に
功
蹟
有
つ
た
祀
先
、
最
初
の
根
人
、
根
紳
の
嬢
等
を
「
先
の
世
」
(
又
「神

の
世
」
と
も
)
と
し
て
右
側
に
、
四
代
以
前
の
狙
先
の
璽
を
「
中
ノ
世
」
と
構
し
左
側
に
祀
る
。
榊

ノ
世
は
紳
職
な

る
根
紳
の
み
禮
拝
し
門

中
の

疲

纏

琶

な
い
が
中
ノ
甚

逆
で
あ
る
。
中
ノ
世
の
簸
は
馨

が
ア
ジ
ソ
イ
墓
(琉
球
特
有
の

洗
骨
葬
墓

)

編

め
ら
れ
て
馨

編

窪

ら

佛
壇

の
成
立
す

る
民
俗
學
的
論
理

.
二
三

の



輝

學

研

究

二
四

　

む

は
多
く
遺
骨
が
な
い
。
三
代
以
後
の
簸
は
本
屋
座
敷
の
次
ノ
聞
に
あ
る
佛
壇
に
祀
ら
れ
四
代
以
前
に
な
る
と
ア
シ
ヤ
ゲ
に
移
さ
れ
る
。
佛

壇

と
い
つ
て
も
佛
像
は
な
く
位
牌
の
み
で
前
下
に
二
つ
の
香
櫨
が
あ
り

一
は
家
人
が
、

一
は
門
中
の
人
が
拝
す
る
。

ア
シ
ヤ
ゲ
の
祭
棚
は

香
纏

の
祭
恭

並
ぶ
許
り
で
纏

も
そ
の
葎

も
郁
紹
・
あ

ア
シ
ヤ
ζ

佛
壇
の
關
係
は
宛
も

記
幽
り
蕃

と
h
埋
め
墓
」
と
の
關

係

に
も
似
、
祀
盤
の
成
長
昇
華
過
程
を
如
實

に
示
す
も
の
で
、
ア
シ
ヤ
ゲ
の
祀
簸
に
佛
敏
化
が
及
び
佛
像
の
形
で
形
象
化
さ
れ
て
來
・れ
ば

白
木
株
の
観
音
と
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。

、
,

②

佛
壇
に
祀
ら
れ
る
も
の
と
そ
の
出
現
の
時
機

前
項
で
み
π
如
く
同
族
が
祭
團
と
な
つ
て
齋
く
同
族
紳
に
は
神
格
も
あ
り
佛
格
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
凡
て
二
次
的
現
象
の
結
果
で
そ

の
本
盤
は
祀
露
で
あ
り
、
且
つ
祀
簸
の
性
格
そ
の
も
の
」
中
に
斯
く
容
易
に
檬
汝
の
者
に
韓
化
し
得
る
可
能
性
が
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ

る
。
・即
ち
死
、難
が
徐

汝
に
漂
ま
は
り
個
性
を
脆
却
昇
華
す
る
過
程
で
祀
難
と
な
る
が
そ
の
昇
華
は
延
長
さ
れ
て
更

に
神
紙
に
韓
身

し
、
叉
,

夫

が
本
來
無
色
没
個
性
的
な
も
の
で
只
祭
ら
る
べ
き
事
を
必
要
且
つ
充
分
な
條
件

と
し
そ
れ
以
上
は

一
切
無
限
定
で
あ
る
事
か
ら
、
容
.易

に
既
知
の
他
の
簸
格
匙
も
習
合
し
得
た
の
で
あ
る
。
颪
先
紳
と
い
ふ
観
念
、
有
名
紳
が
鋤
請

さ
れ
て
祀
先
神
と
な
る
皮
上
に
も
撒
多
い
事

實

は
か
x
る
精
神
樽
造
の
上
に
成
立
す
る
。
著
名
神
な
る
こ
と
が
祭
ら
る
べ
き
條
件
に
は

一
暦
適
合
し
て
据
る
が
隔

必
す
し
も
著
名
榊
な
・

ち

る
を
要
せ
す
檬
汝
の
非
著
名
な
紳
格
や
簸
格
が
屡
、
祀
簸
と
習
合
し
た
。
そ
の
限
り
猫
り
紳
格
の
み
な
ら
す
佛
格

で
も
何
等
差
支
が
な
い

の
で
あ
る
。
必
す
し
も
表
面
上
紳
佛
習
合
の
手
績
を
経
な
く
と
も
狙
簸
は
直
接
に
佛
格
と
轡
合
し
て
ホ
下
ヶ
と
な
り
得
る
根
篠
は
蕪
に
あ

る
(白
木
株
)。
組
盤
が

一
方
に
紳
格
を
得
、
他
方
佛
格
と
も
な
り
得
る
底
に
は
勿
論
紳
佛
習
合
の
傳
統
的
心
理
が
聞
接
の
媒
介
を
な
し
て

居

る
が
同
時
に
之
が
又
神
佛
習
合
を

一
暦
固
定
化
す
る
契
機
と
な
つ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
、姐
嬢
が
佛
格
を
得
る
論
理
は
即

ち
右
の
如
く
で
、
別
に

一
定

の
儀
軌
が
あ
る
の
で
な
い
か
ら
、
其

盤
的
に
は
そ
の
佛
格
は
佛
で
も
菩
薩
で
も
天
部

で
も
明
王
で
も
護
法
神

で
も
叉
名
號
や
題
目
で
も
差
支
な
く
、
要
す
る
に
祭
ら
れ
る
者
で
あ
れ
ば
足
り
何
佛
た
る
か
は
さ
し
て
重
要
な
問

題
で
は
な
い
。

・

以
上
は
同
族
紳
に
つ
い
て
ぼ
あ
る
が
之
を
祀
る
母
胎
で
あ
る
同
族
結
合
は
族
制
と
し
て
は
古
い
形
態
で
あ
つ
て
、
之
が
冠
會
経
濟
的
冗な



理
由
に
ょ
つ
て
分
解
す
る
と
、
新
し
く
分
立
し
た
個
家
は
、
個
家
で
も
掛

で
あ
る
限
り
先
祀
を
祭
ら
ざ
る
を
得
惣
い
が
、
そ
れ
ほ
當
然
・
以

前

の
同
族
紳
の
分
身
以
外
に
は
あ
り
得
ぬ
ρ
同
族
神
で
は
然
し
神
格
が

一
般
的
で
佛
格
は
例
外
的
で
あ
る
の
に
個
家

の
先
組
の
祭
壇
が
皆

ゐ

つ佛
壇
で
あ
る
の
は
、之

こ
そ
正
に
寺
請
制
度
の
結
果
で
あ
つ
た
。
印
ち
宗
敏
に
封
す
る
こ
の
政
治
的
強
制
の
行
は
れ
た
時
が
肚
會
的
に
は
恰

も
同
族
結
合
の
分
解
が
顯
著
と
な
る
時
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
佛
壇
の
成
立
は
そ
の
出
自
を
如
上
の
同
族
神
(
特
に
佛
教
的
)
に
求
む
る
以
メ

た

わ

わ

し

う

外

に
論
理
的
な
読
明
は
不
可
能
で
あ
つ
て
、輩

に
字
義
通
り
の
佛
教
の
信
仰
普
及
と
い
み
の
み
で
は
凡
そ
解
繹
の
出
來
・な
い
も
の
で
あ
る
。
、

現
行
の
佛
壇
を
覗
熟
す
る
と
次
の
三
の
重
要
な
特
徴
の
あ
る
の
に
氣
が
つ
く
。
夫
は
④
そ
の
中
に
祀
ら
れ
る
佛
像

の
佛
格
が
實
に
檬
、

に
分
化
し
、
該
家
所
鵬
の
菩
提
寺
の
宗
派
と
は
全
く
無
關
係
な
る
事
、
◎
佛
壇
の
名

に
も
不
拘
佛
像
な
き
佛
壇
、即
ち
位
牌
許
り
の
佛
壇
が

あ
り
、⑳
そ
れ
が
は
じ
め
て
祀
ら
れ
る
の
は
該
家
か
ら
死
人
の
出
る
事
を
條
件
と
し
佛
教
の
個
人
的
な
信
仰
と
は
關

係
の
な
い
事
で
あ
る
。
,

も

も

蓋
し
佛
教
各
宗
の
セ
ク
ト
的
封
立
は
確
に
日
本
佛
敏
の
大
き
い
特
色
で
あ
る
が
而
も
村
落
生
活
に
於
て
菩
提
寺
の
宗
派
が
大
き
い
意
味

を
も
た
ぬ
事
も
亦
事
實
で
あ
る
。
騨
宗
の
檀
家
で
死
後
は
西
方
極
樂
往
生
を
願
ひ
つ
』
佛
壇
に
地
藏
を
祀
る
家
、
浮

土
宗
の
檀
家
で
繹
迦
㌦

や
観
音
を
祀
り
彌
陀
と
の
匠
別
を
知
ら
ぬ
も
の
等

汝
、
檀
家
の
佛
像
は
檬
汝
で
且
つ
そ
れ
が
何
サ
ン
か
は

一
般

に
關
知
さ
れ
て
居
な
い
。

も

ら

む

じ

た

,か
く
何
宗
に
属
す
る
か
何
佛
を
祀
る
か
に
は
無
關
心
で
あ
つ
て
も
、
佛
壇
を
祀
る
と
い
ふ
そ
の
事
に
は
例
外
な
く
重
厚
な
關
心
が
よ
せ
ら
・

れ
て
居
る
。
更
に
佛
像
の
な
い
佛
壇
が
事
實
存
し
、之
と
佛
像
あ
る
佛
壇
を
祀
る
家
と
の
間
に
は
或
る
種
の
傾
向
的
匪
別
の
見
ら
れ
る
者
が

あ
り
(難

、夫
変

佛
響

い
ふ
も
の
蒙

の
中
護

初
暴

を
謬

す
時
讐

方
式
差

密
接
な
關
蓮
が
あ
る
。
例
え
ば
、長
崎
縣
非

松

浦
郡
不
戸
町
松
本
久
三
郎
家
は
眞
言
宗
⑳
檀
家
で
,立
派
な
佛
壇
で
あ
る
が
中
に
は
佛
像
な
く
黒
塗
の
壮
麗
な
位
牌
許
り
並
ん
で
居
る
。
-

京
都
府
南
桑
田
郡
千
歳
字
奈
國
分
は
臨
濟
宗
妙
心
寺
末
養
仙
寺
の
檀
家
で
あ
る
が
総
じ
て
株
の
本
家
と
い
は
れ
る
家
は
佛
壇
に
古
い
佛
像

(繹
迦
と
槻
音
。
殊

に
繹
迦
が
多
い

)
を
祀
る
が
分
家
筋
の
家
は
盤

に
亨

て
も
位
牌
の
窪

祀
る
。
然
し
近
年
家
計
が
藩

毫

と
撰

蛋

つ
森

む
傾
票

あ
る
(山
本
功

氏
談

)
。
丹
婆

竺

磐

新
し
く
分
家
し
裟

擁

婆

祀
る
場
所
は
豫
め
設
芒

て
も
最
初
は
佛
蓼

祀
ら
す
從

つ
て
寺
檀
關
…係
を
結
ば
す
、
先
祀
の
法
事
は
す
べ
て
本
家
に
行
は
し
め
て
自
分
は
之
に
参
加
す
る
。
か
』
胤
家
か
ら
死
人
が
出
る
と
素
木

佛
壇
の
成
立
す
る
艮
俗
鍋
的
論
理

ゴ
五



帰弾

…學

研

究

,

、

二
山ハ

の
位
牌
を
祭
り
、
之
が
後
に
本
位
牌
に
造
り
替
え
ら
れ
て
始
め
て
佛
壇
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
こ
の
時
祀
ら
る
べ
き
者
の
個
性
は
猫
記
憶
に

む

た

し

薪

し
い
死
簸
で
あ
つ
て
未
だ
租
嬢
と
は
言
ひ
得
な
い
か
ら
佛
像
の
祀
ら
る
べ
き
理
由
も
根
擦
も
な
い
。
近
年
は
佛

具
屋
が
佛
像
を
手
輕
に
`

購

入
せ
し
め
る
か
ら
、
斯
る
時
に
も
始
め
か
ら
佛
像
が
祀
ら
れ
る
事
も
多
い
が
、
前
代

(
前
代
の
古
俗
を
残
す
山

村
で
は
今
も
)
に
は
か

」
る
機
會
は
少
な
く
、
從
つ
て
家
歴
の
新
し
い
分
家
に
は
佛
壇
は
あ
る
が
佛
像
は
な
い
結
果
を
來
た
す
。
本
家
の
如
く
家
が
古
い
と
、
古
F

い
ホ
ト
ケ
は
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
に
慮
す
る
位
牌
は
長
い
期
間
の
中
で
自
然
に
陶
汰
さ
れ
て
ゆ
き
、
融
合
簸
た
る
狙
璽
が
成
立
し
て
居
る

か
ら
夫
が
佛
像
と
い
ふ
形
で
表
は
れ
る
の
で
佛
像
は
薔
家
に
於

て
始
め
て
表
わ
れ
る
組
鰻
の
物
實
に
外
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
古
い
家
に
は
佛

像

が
あ
り
新
し
い
家
に
は
な
い
こ
と
と
な
・り
、
家
の
新
古
の

一
徴
標
と
な
る
か
ら
家
の
古
格
を
装
ふ
爲
に
つ
と
め
て
之
を
取
入
れ
る
傾
向
伽

を
馴
致
す
る
。
斯
く
佛
像
の
有
無
に
關
せ
す
佛
壇
は
成
立
す
る
か
ら
佛
壇
と
呼
ば
れ
て
も
そ
の
本
質
的
契
機
と
な

る
の
は
佛
像
で
は
な
く

て
位
牌
で
あ
り
、
戴

に
佛
格
の
分
化
に
封
す
る
無
關
心
の
生
す
る
根
擦
が
あ
る
。
從
つ
て
個
人
と
し
て
佛
敏
の
信
仰
は
あ
つ
て
も
位
牌
を

祀

る
機
會
の
來
な
い
間
は
佛
壇
は
成
立
せ
す
、
逆
に
信
仰
亀
理
解
も
な
く
と
も
か
』
る
機
會
が
來
れ
ば
佛
塘
は
當
然
に
成
立
す
る
。

某
家
先
組
代
汝
之
鰻
牌
と
い
ふ
も
の
は
恐
ら
く
佛
像
の
右
の
如
き
意
味
の
忘
れ
ら
れ
た
後
の
螢
生
で
あ
ら
う
。
兎
も
角
佛
像
な
き
佛
壇

か

ら
佛
像
あ
る
佛
壇

へ
の
傾
向
を

一
般
が
辿
つ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
前
者
が
後
者
よ
り
形
と
し
て
は
古
く
、
叉
之
は
佛
壇
の
嚢
生
的
性
-

質

か
ら
み
て
當
然
で
あ
る
。
琉
球
志
喜
屋
門
中
総
本
家
の
佛
壇

に
佛
像
な
き
は
固
よ
り
家
の
新
し
い
故
で
は
な
く
、
組
、簸
信
仰
と
佛
敏
と

の
交
渉
そ
の
も
の
」
淺
い
段
階
を
示
す
も
の
で
右
と
は
租
,
性
質
を
異
に
し
よ
う
が
そ

こ
に
佛
像
の
な
い
鮎
は
重
要
で
あ
る
。

丈
鰍
史
學
が
佛
壇
の
先
行
形
態
と
し
て
系
譜
づ
け
る
中
世
貴
族
や
武
士
の
持
佛
堂
乃
至
佛
聞
は
民
俗
學
的
に
い

へ
ば
右
の
佛
像
な
き
佛
'

壇
が
寧
ろ
極
度
の
嚢
達
を
と
げ
た
特
殊
な
例
で
、
根
底

に
あ
る
論
理
は
今
の
佛
壇
と
別
の
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

㈲

同
族
神
祭
と
佛
壇

'

同
族
紳
の
祭
が
輪
番
當
屋
で
行
は
れ
る
場
合
、.
そ
の
祭
と
當
屋
の
佛
壇
と
の
交
渉
關
係
は
從
來
殆
ん
ど
注
意
さ
れ
て
居
な
い
が

一
般
に

は
無
關
係
、
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
反
擾
的
と
さ
へ
認
め
ら
れ
る
。
然
し
佛
敏
的
同
族
瀞
の
祭

の
場
合
に
於
て
も

こ
の
反
擾
現
象
が
み
ら
れ
」

9

ら



る
事
と
共
に
、
非
佛
敏
的
同
族
紳
の
祭
に
も
佛
壇
と
吸
引
關
係
を
生
す
る
者
の
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
爾
丹

の
山
村
で
は
佛
壇
団

と
紳
床
と
は
座
敷
正
面
に
隣
接
し
て
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
京
都
府
加
佐
郡
河
東
村
千
原
の
松
尾
株
の

「
先

組
サ
ン
」
は
祠
な
く
箱
一

も

せ

の

　

ぬ

入
り

の
彌
陀
六
宇
名
號
で
、
株
講
の
當
日
は
勿
論
手
素
も
年
番
宿
の
紳
床

に
お
か
れ
、
講
は
菩
提
寺
佳
職
が
司
祭
す
る
が
、
他
の
法
事
と

異
り
株
講

に
限
り

一
同
手
水
を
使
い
口
を
漱
ぐ
の
は
明
か
に
喫
の
残
存
で
原
質
の
固
有
信
仰
を
彷
彿
さ
せ
る
。
反
封
に
吸
引
す
る
例
で
ほ

加

佐
郡
河
守
町
上
野
の
佐
古
株
の
先
組
サ

ン
は
地
荒
神
サ
ン
で

「
奉
修
先
祀
地
荒
神
講
中
爲
安
全
也
」
と
書
い
た

木
簡
の
入
つ
た
厨
子
で

あ
る
が
講

の
日
は
勿
論
準
素
も
輪
番
宿
の
佛
壇
に
祭
り
供
物
も
仕
義
も
す
べ
て
佛
を
祭
る
に
同
じ
い
。
然
し
株
講

に
は
佛
壇
の
他
の
佛
像

や
位
牌
に
は

一
切
關
與
せ
す
寺
倫
も
招
か
す
心
経
、
光
明
眞
言
(
又
は
灌
頂
陀
羅
尼
)、
念
佛
、
ノ株
中
安
全
の
所
り
言
を
唱
.え
る
。
株
の
大

本
家
の
先
狙
と
い
う
人
の
墓
が
山
に
あ
り
、
昭
和
廿
三
年
は
寺
で
調
べ
る
と
二
百
五
十
同
忌
に
當
つ
た
が
、
株
で
法
事
を
勤
め
る
様
子
も

な

い
の
で
大
本
家
か
ら
提
唱
し
て
當
年
の
宿
で
年
忌
と
株
講
を
合
修
し
た
。

一
般
に
同
族
紳
祭
で
佛
壇
の
機
無
さ
れ
る
の
は

一
方
が
同
族
u

　

た

　

し

り

　

と

い
ふ
全
髄
の
聯
な
る
に
封
し
佛
壇
は
銘
々
の
家
と
い
ふ
個
別
の
佛
で
あ
る
と
い
ふ
観
念
が
最
も
篁
き
に
居
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
同
族
祭

　

ゆ

(
た
と
え
そ
れ
が
佛
壇
で
行
は
れ
て
も
)
に
出
席
す
る
者
は
各
、
家
の
代
表
者
で
あ
つ
て
夫
は
家

に
闘
る
に
封

し
佛
壇
の
法
事
は
專
ら
人

に
關
は
り
、
祀
ら
れ
る
ホ
ト
ケ
の
個
人
的
關
係
を
通
し
て
姻
籍
等
他
家
の
者
も
招
か
れ
る
。
然
し
法
事
に
於
て
は
猫
ほ
個
性
を
存
す
る
、璽
・

も
や
が
て
は
同
族
の
狙
塞
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
、
そ
の
匠
別
は
相
封
的
で
あ
る
か
ら
同
族
紳
祭
と
法
事
が
合
流
す
る
こ
と
も

起
り
得
る
の
で
あ
る
。

'

佛
と
い
」
紳
と
い
ふ
も
共
に
租
鰻
な
る

一
原
質
か
ら
出
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
か
く
同
族
紳
と
佛
壇
の
間
に
微
妙
な
關
係
の
存
す
る
事

は
、
今
の
佛
壇
の
原
型
は
同
族
紳

(
特
に
佛
敏
的
)
.で
あ
つ
た
と
の
想
定
に
吾
人
を
導
く
の
で
あ
る
。

　
べ

・泉
都
府
南
桑
田
…郡
曾
我
部
村
法
貴
の
法
貴
株
三
軒
の
同
族
紳
は
本
家
裏
山
の
草
堂
に
あ
る
大
日
如
來
で
本
家
の
先
祀
宮
部
善
鮮
房
糠
潤

が
大
阪
夏
ノ
陣
以
來
諸
國
を
野
伏
流
浪
の
醐
、.常
時
背
負
ひ
歩
い
た
守
本
尊
と
傳
え
、

一
方
佛
壇
に
は
中
奪
繹
迦
像
の
脇

に
催
潤
以
下
當
画

主

に
至
る
十

一
代
の
位
牌
を
祀
る
。
平
素
佛
壇

へ
は
金
の
佛
器
で
、
紳
棚

へ
は
木
の
オ
シ
キ
で
炊
飯
を
供
え
る
が
大
日

へ
は
後
者
の
紳
式
`

佛
塘
　'の
成
立
す
る
民
俗
風騨的
爪瀟
理

ご
七



、輝

畢

研

究

、

二
八

で

前
者
の
佛
式
で
な
い
。
但
し
盆
彼
岸
に
佛
壇
を
荘
嚴
す
る
時
は
之
と
同
じ
供
物
を
大
日
に
供
え
る
。
家
組
が
奪
像
を
背
負
つ
て
歩
く
傳
、

承
は
前
も
述
べ
た
如
く

こ
の
種
の
同
族
紳
に
屡
く
聞
く
虞
で
あ
る
が
、
之
は
組
先
と
關
係
づ
け
る

一
の
操
作
で
、

(
同
族
神

一
般
の
性
質
彪

に
よ
つ
て
)
自
ら
の
組
鰻
な
る
こ
と
を
問
は
す
語
り
に
語
つ
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
。
現
在
大
日
の
祭
祀
樫
は
本
家
が
猫
占
し
殆
ん
ど
そ

'

・の
内
神
と
化
し
て
居
る
。

こ
」
で
若
し
同
族
結
合
と
か
歴
代
位
牌
の
緯
承
と
か
の
特
殊
事
情
が
消
滅
し
て
諸
條
件
が

一
般
的
と
な
つ
て
來

る
と
同
族
紳
は
姿
を
没

し
草
堂
の
大
日
は
佛
壇
の
輝
迦
に
統
合
さ
れ
、
軍
立
個
家
の
先
租
の
祭
壇
と
し
て
佛
壇

一
本

と
い
ふ

一
般
的
な
形

態

が
成
立
す
る
の
で
あ
ら
う
。
吸
引
と
反
擾
を
併
示
す
る
法
貴
株
の
例
は
同
族
神
と
佛
壇
と
の
關
係
の
機
微
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

前
節
の
佛
敏
的
同
族
神
を
も
つ
同
族
の
構
成
戸
も
夫

汝
佛
壇
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
こ
の
同
族
結
合
が
分
解
し
て
個
家
群
と
た
つ
た
時
、

同

族
神
は
如
何
な
る
運
命
を
辿
る
の
で
あ
ら
う
か
。
蓋
し
全
系
譜
關
係
の
祀
先
と
し
て
の
同
族
紳
は
構
成
個
家
の
佛
壇
に
消
散
し
、
浩
散

し
切
れ
ぬ
要
素
が
地
神
、
屋
敷
神
、
其
他
檬

々
の
形
で
形
骸
を
遺
す
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

'

⑫

佛
敏
史
學

ニ
ノ
」二
、
拙
稿

.「
佛
教
的
同
族
紳
」

⑬

民
闘
傳
承
十
ノ

一
、
山

口
彌

H
郎

「
陸

中
の
脚

々
」

岬

⑭

民
聞

傳
承
五
ノ
十
、
能

田
多
代
子
氏
報
告
。

⑮

民
閥
傳
承

丁
ノ

一
、
蒲

亙
明

「
氏
榊

其
ノ
他
」

⑯

.
民
聞
傳
承
十

三
ノ
十
『

服
部
治
則

「
甲
州

の
同
族
紳
」

⑰

民
開
傳
承
十

一
ノ
八

・
九
・
郡
丸
十

九

一
「
同
族
團
盗
料
」
・

⑬

民
闇
傳
承
十

ノ

一
、
四
谷
勝

也

「
西
播

磨

の
イ
ワ
ヒ
ガ

ミ
」

⑲

琉
球

で
村
落

開
螢
家

で
あ

る
根
所

の
戸
主
を

い
ふ
。
氏

ノ
上
と
し
て
村
落

の
主
長

の
地
位

に
立

つ
。

⑳

民
族

學
研
究

六
ノ
四
、
渡
邊
萬
壽
太
郎

「
琉
球

の
同
族
團

に
つ
い
て
」

六
、

結

甑
ロロ

、

胆
簸
が
神
格
を
得
て
同
族
神
と
な
つ
た
も
の
が
同
族
結
合
の
分
解
を
濾
渦
し
て
、

一
方
の
極
に
於
て
依
然
ウ
ヂ
ガ

ミ
と
呼
ば
れ
つ
x
村



の
鎭
守
に
な
り
、
神
佛
習
合
を
通
じ
て
或
は
直
接
に
佛
格
左
得
た
同
族
神
は
同
じ
く
同
族
結
合
の
分
解
と
之
と
併
行

し
た
寺
請
制
度
に
よ

つ
て
佛
壇
に
分
散
し
た
。
佛
壇
は
最
も
細
分
化
さ
れ
た
形
に
於
け
る
家
の
先
阻

(
祀
餓
)
の
祭
壇
で
あ
つ
て
、
「
家
し
の
存
在
す
る

虞

で

は
不
可
不
の
要
請
で
あ
る
が
、
・家
は
日
本
の
就
會

一
般
に
例
外
な
く
存
し
た
か
ち
、
こ
の
杜
會
構
成
の
最
核
心
部
に
潜
む
者
を
把
握
し
た

事

こ
そ
佛
轍
が
基
暦
砒
會
に
極
め
て
廣
般

に
流
布
し
た
最
大
の
理
由
で
あ
り
、
叉
斯
く
把
握
さ
れ
る
事
は
日
本
民
族

の
祀
嬢
の
中
に
豫
め

含

ま
れ
て
ゐ
た
性
格
で
あ
る
。

こ
』
に
佛
敏
が
廣
ぐ
深
く
基
暦
に
入
り
得
た
根
篠
が
あ
る
と
共
に
、
組
簸
信
仰
と
の
結
合
か
ら
脆
却
し
得

な
い
限
界
も
亦
藪
に
存
し
た
軌
か
く
て
固
有
の
狙
簸
信
仰
は
押
並
め
て
佛
敏
的
な
色
彩
を
帯
び
る
に
至
つ
た
が
、
そ
の
反
面
佛
敏
は
屯
の

固

有
信
仰
の
中
核
を
完
全
に
攣
質
せ
し
め
、
或
は
完
全
に

一
掃
す
る
如
き
事
は
絡
に
成
し
途
げ
得
な
か
つ
た
と
い

ふ
べ
き
で
あ
る
。
固
有

む

し

丈

化
と
外
來
文
化
の
安
協
に
よ
つ
て
そ
の
何
れ
と
も
異
る
第
三
の
者
が
出
來
上
つ
た
文
化
統
合

(鋤
o
o巳
9
H
帥賦
o
口
)
の
極
め
て
美
事
な
ケ

ー
ス
で
あ
る
が
、
安
協
で
あ
る
鮎
に
於
て
確
に
堕
落
で
あ
る
と
い
へ
ば
言
ひ
得
る
。

然
し
こ
の
安
協
ー

堕
落
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
佛
敏
が
今
の
檬
な
形
で
砒
會
の
基
暦
に
廣
く
根
を
張
る
事
は
出
來
な
か
つ
た

で

あ

ら

・う
。
佛
敏

(
そ
し
て
恐
ら
く
宗
敏
の
)
本
來
の
立
場
で
あ
る
人
間
個
人
の
安
心
立
命
を
指
示
す
る
各
宗
組
列
祀
の
敏

行
の
み
を
以
て
し
て

ね

・は

個
人
の
猫
立
が
極
め
て
未
成
熟
で
あ
つ
た
日
本
の
基
層
杜
會
を
斯
く
も
廣
く
捉
え
る
事
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
家

が
嚴
重
な
枠
と
な
つ

一て
個
人
を
園
ん
で
居
る
肚
會
を
封
象
と
す
る
限
り
そ
の
核
心
に
あ
る
祀
先
信
仰
と
の
封
決
は
佛
敏
に
と
つ
て
避
け
得
ぬ
宿
命
で
あ
つ
て
、

之

と
手
を
結
ぶ
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
な
ら
ば
、
自
ら
退
り
よ
り
他
な
く
、
.佛
敏
は
深
遠
な
る
精
紳
文
化
の
華
・と
し
て
表
居
文
化
の

一
隅

を
飾
る
に
す
ぎ
す
、
叉
そ
の
様
な
麗
か
ら
は
日
本
佛
敏
を
荘
嚴
す
る
天
才
建
も
決
し
て
生
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
徒
ら
に
堕
落
を
論
す

る
前
に
、
そ
う
し
た
現
象
の
由
つ
て
來
る
腱
を
客
観
的
に
批
判
し
な
け
れ
ば
現
實
か
ら

一
歩
も
前
進
す
る
事
は
出
來

な
い
。

日
本
佛
敏
は
人
間
の
溝
純
な
宗
教
的
立
場
を
そ
の
極
限
に
迄
押
進
め
た
幾
多
天
才
の
行
裡
を
X
軸
と
し
、
名
も
な

き
多
数
凡
俗
常
民
の

う

し

葬

途
儀
禮
や
組
先
祭
の
傳
承
を
Y
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
る
が
、
Y
軸
の
基
層
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
は
個
人
で
は
な
く
家

で
あ
つ
た
。
こ
れ
ま

で

の
佛
敏
存
立
の
基
礎
も
亦
こ
の
家
で
あ
り
、
又
家
で
あ
る
た
め
に
自
ら
存
在
形
態
も
そ
れ
に
帥
慮
さ
せ
ら
れ
た
事
は
上
來
読
い
て
來
.π

佛
壇
の
成
立
す
る
民
俗
學
的
論
理

・

、

二
九



輝

學

硯

究

、

三
〇

通

り
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
長
く
佛
教
を
支
え
て
を
た
家
は
今
や
徐

々
に
影
を
薄
く
し
、
そ
れ
か
ら
猫
立
し
た
個
人
が
家
に
代
つ
て
就
會

の
構
成
輩
位
と
な
る
傾
向
が
次
第

に
顯
著
と
な
ら
う
と
し
て
居
る
。
從
來
の
佛
教
が
今
後
如
何
に
改
革
さ
れ
る
か
は
、
家
か
ら
個
人
が
將

來
如
何
な
る
形
で
解
放
さ
れ
る
か
、
帥
ち
法
律
が
家
督
相
綾
を
抹
殺
し
た
如
く
簡
軍
に
砒
會
の
基
暦
か
ら
家
が
潰
滅
す
る
か
～
或
は
民
族

的
心
意
型
と
し
て
、
從
來
と
は
別
の
形
で
遺
さ
れ
て
ゆ
く
か
の
問
題
と
深
く
内
面
的
た
關
連
す
る
。
家
と
個
人
の
封
決
は
猫
り
日
本
の
戯

會

に
と
っ
て
の
み
な
ら
す
佛
敏
に
と
つ
て
も
亦
超
剋
ざ
る
べ
き
根
本
命
題
で
あ
ら
う
。

O

附

記

印
刷
後
更

に
花
園
大
學
學
生
諸
氏

の
調
査
報
貨

に
よ
つ
て
佛
壇

茎

く
佛
像

な
く
位
牌

の
み
祀
る
家
民

か
り

の
村
・
本

家
筋

や
苗
字
帯
刀
.の
家

の
み
が
佛
像
を
.祀

つ
て
居

る
村
、
分
家
筋

に
は
位
牌

の
み
で
あ

る
村

は
青
森
縣

三
戸
部
か

ら
關
東

・
中
部

・
近
畿

・
四
國
∵

九
州
北
部

に
わ
π
り

極

め
て
豊
富

な
事
例

の
存
す

る
事
を
改
め
て
知
り
得

た
。

本
稿

は
京
都
大
學
教
授
柴

田
實
氏
と
昭
和
十

六
七
年
度
丈
部
省
科
學
研
究
費

を
以

て
行

つ
た

「
近
畿
山
村

の
歴
史
民
俗
學

的
研
究
」

の
調
査
資
料

に
よ

る
。


